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幼 令 木 の整 枝 に よ る雪 害 防 止 試験

4カ 年間(1970～ 73年 )成果とりまとめ

じ め に

この試験は,国庫補助によるメニュー課題として,秋田,山形 新潟 富山,石りIL福井 岐阜

島根の 8県林業試験指導機関力参 画し,昭和 45～ 48年まで共同研究 として実施したもので,以下

に掲げるものは本県分のみをとりあげ, まとめたものである。

本試験研究にあたり,助言をいただいた林野庁佐藤 菊地両企画官 農林省林業試験場松井調査

部員 参画県林業指導機関各担当者の皆様に, また,本試験の実施に際し岡本場長 造林課の皆様

並びに現地調査で協力をいただいた各農地林務事務所の関係職員に対しこの機会をかりて,厚 く御

礼申し上げる。

1. 目

植栽木の例伏等各種の雪害の防止に整枝裾枝払いが効果があるとされているハ 整枝の程度と

雪害および植栽木の成長との関係が明らかでないのK・9雪害の最 も多い幼令林を対象に,こ れら

の関係を明らかにしようとするものである。

2.試 験 方 法

I.整枝による試験

既往の整枝をしていない林分を対象に,次のような整枝の方法で処理し試験地を設定した。

それと同時にこれら試験地に最寄 りの区内観測所 3カ 所の観測値を調査し,試験地の積雪 や

冬期平均気温を推定 した。

-1-

彦

設定する場所 処理木 の平均樹高 処 理 の 種 類 考備

最深積雪の平

年値が200m
(250～ 15〔同

で斜面の平均

傾斜が 2ゞ程

度の場所

a, 200m
A.樹幹長の

1/6以

下を整枝.

B.樹帳 の 4/2以

下でその内の最長

枝の 4/2に
そろえ

て整枝。

C。 無 処 理。

にそろえて

(処理数は各100本とする0鵠

b. 500m

o. 400鍬



I.既往の施業実態調査

県内をおもに積雪深によって環境区分し,各環境区を調査対象地域とし,施業の概況調査と

現況調査を実施した。

3.試 験 結 果

I.整枝 に よ る試 験

1.試験地の概況

試験地の概況は,表-1のとおりである。試験地は 4地域に設定 し.奥地豪雪地帯に 2箇

所,山村多雪地帯に 2箇所設定した。海抜高は, 200～ 750″ にわたつており,方位は N

～NEが多 く,冬期主風方向 もN～ NEである。初雪は 11月 中～下旬 終雪は 6月 下旬～

4月 上旬である。根雪期間は,長いところで 5カ 月,短い ところで 6カ 月で,最深積雪は

100～ 300鍬 である。 1.2月平均気温は,-4～ 4℃ で範囲が広 く=変化が多い。林令

は, 10年以下が主体の幼令林である。

植栽本数は多 く, 残存率は 試験区にょっては 半分より低いところがあり,穴状に消失

している。

昭和 45年～ 47年にわたって設定したが 試験設計書の条件 どお りの場所に設定出来た

と考える。     |

2.成  長

各部分の成長調査の結果は 表-2の とおりである。 昭和 45年度上新り|1郡大 山町原県有

林内に設置 した試験地についてみると,整枝剪定処理後 1年目でlt樹高成長量ハ  C区

(4″区 )のみ
1毛

整枝区く
1/2途

中切整枝区く無処理区
` 

α ,う 両区 (2協区 るだ菫)

に |ま っきりした影響があらわれなかった。地際直径 幹長 120m部位直径の成長量は,

すべての樹高区でゃゃ無処理区が良好で,処理の影響があうた。

2年目で鳴 樹高成長量は, C,う 両樹高区において,整枝処理区く無処理区の傾向があ

り, 胸高直径 地際直径の成長量は み区が処理区>整枝処理区 であったが,α ,ο 両区は,はっ

きりしない。 3年 目では 樹高成長量は  どのlrf高区 とも整枝処理 無処理区別差ははっき

りしな くなつてきている。 地 際 直径 ,120鍬部位直径に  α ,ε 両区で無処理区>整枝

処理ly~でぁるが  ら区は整枝処理 無処理区別差は,わからなくなってきている。

昭和 46年度中新川郡立山町吉峰富山県林試構内に設置 した試験地 についてみると,整枝

剪定後 1年目では,樹高成長量は, α ,み 両樹高区とも無処理区>整枝処理区C睡 径,地

際直径 も無処理区ン整枝処理区で処秒 影響があつた 2年 目でも樹高成長量は, α ,あ 両樹
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高区
`無

処理区>%途 中切整枝区>tt整 枝区で整枝区の成長量が劣ったハ 地際直径 ,

幹長 120m部位直径はこの傾向はなかった。

次に上新川郡大山町中地山町有林内に設置した試験地についてみると, 富山県林試構内と

同様樹高成長量では 1年 目は, α ,み 両区とも,無処理区>%途 中切整枝区>%整 枝区

であり,胸高直各 地際両直径成長量でも無処理区>整枝処理区で嘩 響があつフ電 2範

の桐高成長量では, α ,う 両区とも無処理区>整枝ば であり,胸高直径,地際直径両成長量

でL α区のみ無処理区>整枝処理区であった。

昭和 47年度設定した下新川郡字奈月町明日民有林内に設置した試験地についてみると,

整枝剪定処理後 1年 目の樹高成長量では ら区のみ無処理区>1ろ 途中切整枝区>4/5整枝

区でぁり3胸高直径 地際直径両成長量はα, ら, `全樹高区■ はば た 整枝区く ち 途

中切整枝区く無処理区の傾向で下枝除去の影響があった。

以上のように,整枝処理は 処理後 1～ 2年は,各成長に少し影響があり,肥大成長への

影響はやや長びくハ この試験設計程度の整枝処理では 成長滅退に重大な影響を与えるこ

とをまない。

6.試験地の積雪環境

試験地の積雪環境は表-3のとおりである。 これを見ると昭和 45年～ 46年冬期は,平

年並みて 根雪期間喘 4カ 月弘 最深積雪は,大山町原県有林内で 240mでぁった。昭

和 46年～ 47年冬期と昭和 47年～ 48年冬期R寡 雪
`特

に後者喘 どの試験地も最深

積雪が 1″ に達せず極端な寡雪であって、根雪期間は,立山町吉峰富山県林試内と宇奈月町

明日民有内では, 2カ 月程( それも消雪 降雪のくりかえしであつた。

昭和 48年～ 49年冬期R 2年間寡雪が続いたためヽ 降雪が多く,根雪期Falも 4カ 月

～ 5カ 月強で最深積雪も120～ 300鍬の指示であり,厳 しぃ冬でぁった。

4.最寄り観演1所の位置

最寄 り観測所の位置は 表-4の とおりである。これを見ると,大山町原有ホ内試験地

(試験地番号 1),立山町吉峰富山県林試内試験地 (試験地番号 2(1)),大山町中地山町有

林内試験地 (試験地番号 2(2))に 対する最寄 りの観測所鳴 千寿ケ原,小見,富山県林試

(観測所番号 1, 2, 3)と 近距離
石皇こ彬

ヽ 宇奈月町明日民有林内試験地に対するそれ
7KmD

は,距離が少し
群?で発潟

適当でなかつた。

5.最寄りの観測所における観測値

最寄りの観測所における観測値の調麿結果は表-5の とおりである。

昭和 45年度は千寿ケ原,小見 林試の観測所で調査したム 平均積雪深は 海抜高の高い
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llFに 大で (昭 46年 2月千寿ケ原1174",小 見 862飢 林試 595m)

平均新積雪もはぼ海抜高llFに 高い。(昭 46年 1月 千隷 原 20.Oι筋 月ヽ見 161m,林試 15.6

鍬 ),降水量 (集計したもの)は,小見が最も小である。(昭 46年 2月.千新 原 266.8轟

小見 13o.lm林試 166.5m),新雪日数 積雪日数 もはほ海抜高の高い程大であるが降

水日数は 海抜の低ヽヽ林試が最も多かった。最深積雪は千ヤ 原 190.0`れ だ、見 150.0",林

試 1140mで起日は, 2月上旬である。

昭禾146年度も前年と同じ最寄り観測所で調査をしたハ 降雪が少なく,小見でに 11

月, 12月, 6月 の 5カ 月rnl全 く積雪が見られなかつた。降水量喘 冬期間を通じて, 林試

が少なかった。最深積雪深喘 千請 原 80.0`れ 4ヽ見 35.0",林試470mで起日は 2月 下旬

であつた。

昭和 47年度は,千寿ケ原,小 見,林誌 のほかに上原農協,富山県農試 魚津果樹分場,黒

四ダムを昭和 47年度設置分の試験地の最寄り観測所として調査をした。

この年度も前年同様寡雪で各観測所とも,消雪 積雪のくりかえして根雪期間は,極端に

短い。最深積雪深は,千新 原 80.0`乃 月`見 80.0".林試 62.0叫 上原農協 2,0",富山県

農試 魚津果樹分場 190m,黒 四ダム264.Omで起日は 2月 上旬 5観測尻  1月 中旬 2観

測脈  12月 下旬 1観測所であったの

昭和 48年度は, 2年FF5の 寡雪のあとて 降雪が多く,平均積雪は海抜高の高い順に大で

(昭 49年 2月
~FIケ

原 266.5",小見 158.4碗,林試 106.2%.上原農協 40.8て■ 富山県農

試 魚津果樹分場 38.4m与 黒四ダム65ζ 9鍬 ),平均新積雪もはぼこの傾向がある。 降水

量はこれに対して海抜高が低い程大である。 (昭 49年 2月 千寿ケ原 222`寵L小見243.9協

林試 1976鶴 上原農協 2690m 富山県農試魚津果樹分場 2770鴨 黒四ダム192.Om)

新雪日数 積雪日数は高海抜程多く,降水 日数は,低海抜の方が多いo最深積雪深はチ請 原

658.0“ 小見260.0鍬,林試 1590π 上原農協90.0% 富山県農試魚津果樹分場75,0

叫 黒四ダム686omで起 日は 2月 中旬である。

こ 埋 雪 木 本 数

各試験地の埋雪木本数に 表-6のとお りである。昭和 45年上新川郡大山町原県有淋内

に設置 した試験地は, 1冬期 目 (昭 45年～ 46年 )は 5回調査 したハ  0区のはかLα 。み

直 とも整枝処理区の埋雪木がわずかに少な く,処理の効果があったo 2冬期 目, 6冬期 目は

積雪が少なかったためはっきりしないハ 平均樹高 のJヽ さい α区でわずか処理効果があった

4冬期 目(昭 48年～ 49年 )は 3回調査 したハ 積雪初期の 1月 中旬の調査ではα, ら両

区の整枝処理の埋雪木が少なかったが その後は降雪が多かったため処理区別差はな くな り
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どの区も埋雪木が増加 L´ た。

昭和 46年度中新

'11郡

立山町吉峰富山県林試内と上新川君B大 山町中地山町有林内に設置し

た試験地は, 1冬期目(昭 46年～ 47年 ), 2冬期 (昭 47年～48年 )と も募雪のたら

処理区別差はないハ  3冬期目(昭 48年～ 49年 )は前者の試験地でfmttt α区がわずか

整枝処理区の埋雪木が少なく処理効果があった。

昭和 47年度下新り|1郡宇奈月町明日民有林内に設置した試験地L l冬 期目(昭 47年～

48年 )喘 寡雪のため処理効果はなかったハ  2冬期目(昭 48年～ 49年 )では,降雪

初期には,処理区別差はないハ 融雪期の調査では.α ,あ 両区で整枝処理区の埋雪木が

わずかに少なく処理区の立ち上 りが早かった。

以上のように,整枝処理の埋雪木軽減効果は,整枝直後で積雪が比較的少ない時に低樹高

区で認められ,融雪期の立ち上 りを早める効果もある。

ア 雪 害 本 数

試験調査木の雪害本数は表-7のとおりである。昭和 45年度設置の上新り|1郡大山町原県

林内試験地では,処理時喘 その林分が過去にぅけた雪害の勧 ,整枝処理区 ,無処理区とも折

れが見られ るが (6～ 24%),常 在的な根曲,幹曲が大部分で,たいがい根曲と幹曲は 1

本の供試木に併発している。 (曲 りの害として 100～ 122¢ )

1冬期目(昭和 45年～ 46年 )は,前年に比べると幹曲が増加 したため, どの試験区も

曲りの害が増し(4～ 41%増加 ),処理区別にみると,樹高 2π区, 3″区1 4″区とも,

ほぼ %途 中切整枝区>%整 枝区>無処理区の順(か えつて無処理区の曲りの書が少な

く,・ 整枝処理効果がなかつれ 折れの害は,高樹高区の62, 4″ 区の レ姿途中切整枝区がやや

増加 (9¢及び 1多増加 )し ているほかR他 の試験区では減少しでハるが,処理区別による

と,無処理区の方力瑾枝処理⊃より,力塊 つてより減少していて,処理効果はなかつた。抜けの

害喘 樹高 4πの整板処理区にわずか認められた  (1%及 び 5%)

2冬期目(昭和 46年～ 47年 )R寡 雪のため, どの試験区とも,曲 りの害は減少して

いるが (0～ 29多 の減少 ),処理区別差は見られず4″樹高区では折れの害が 5働 前年よ

り増加している。

3冬期目(昭和 47年～ 48年 )、 前年に続き寡雪であったハ 初期冠雪荷重のため力、

前年に比べ幹由が増加したため.曲 りの害はどの試験区も多 くなつている。 (7～ 43う の

増加 )処理区別にみると,整枝処理区の方がかえつて曲りの増加が大K・・ 処理効果は認めら

れなかつた。折れの害はどの試験区とも減少した。 (1～ 5¢ 滅 )

4冬期目(昭和 48年～ 49年 )は 豪雪であつたたら どの試験区も曲りの害は増加した。

-5-



(12～ 69%増加 )処理区別にみると,樹高 2π.5z両 区では, ち後途中切整枝区く無

処理区く 4/6整
枝区の順で, %途 中切整枝区が曲りの害の増加が少なく,わずか整枝処理効

果があっれ しかし樹高 4″区は無処理区く

'そ

整枝区く しっ途中切整枝区で,かえって無処

理区の曲りが少なかった。折れ,害」れ 抜けの書は,高樹高の 4″区にみられるが, これは,

地形的な雪の吹き溜りのためと考えられる。

昭和 46年度設置の中新川郡立山町富山県林試内試験地及び上新り|1君:大山町中地山町有林

内試験地は,処理時には,根曲.幹由の併発による曲りの書が大部分である。(117～189%)

1冬期目(昭和 46年～ 47年 )キヽ 寡雪のため.富山県林試内試験地では,曲 り,折れの

害は、前年に比べ減少している。 (曲 りは 17～ 45%滅,折れ 1～ 11%減 )し かし処理区

別では曲り,折れとも,無処理区の方ハ より減少 していて処理効果は認められない。

中地山町有林内試験地では,折れの害は減少したが (1～ 29%減少)こ の試験地が奥山

で初期冠雪荷重のためか幹曲りが増したため,曲 りの害は前年より増加した。(10～24%増

加 )処理区別にみると樹高 5η 区がゃゃ整枝処理区の方に曲りの害が少なかつた。

2冬期目(昭和 47年～ 48年 )も 寡雪のため両試験地 とも曲りの害は前年より減少 (14

～81%減 )し たが,処理別効果は認められなかった。 また,みかけ上根曲, 幹 曲の な く

なつた供試木が 富山県林試内試験地で 3～ 60%認められた。

3冬期目(昭和 48年～ 49年 )は.豪雪であったので 曲りの書が増加 (6～ 85%増加)

t′ ているが,処理区別効果は認められない。折れ,そ の他の害は.ゎ ずかしかなかつた。

昭和 47年度設置の下新り|1郡宇奈月町明国民有林内試験地では,処理時は 根曲,幹曲の

併発による常在的曲りの害が主でぁった。 (118～ 140%)

1冬期目(昭和 47年～ 48年 )は寡雪のため曲りの害は前年より減少した。 (17～ 50

%減少 )し かし処理区別差は,はっきりしない。またみかけ上曲りのなくなった供試木が 6

～ 51%認められた。

2冬期目(昭和 48年～ 49年 )は豪雪のため曲りの害が増加 (4～ 45%増加 )し ている

ハ 処理区別効果は認められない。折れ,その池の書は,殆ど見られなかった。

このようにどの試験地も常在的曲りの害が主で,降雪の多い年は,必ず 2(‐馘 )
が小となり,その害が増加するが, この程度の整枝処理では,曲 り等の雪害を減少させるだ

けの効果は認められなかつた。

8.健 全 性

試験調査木の健全性は,表 -8の とおりである。昭和 45年度設置の原県有林内試験地は

処理時では樹高 2″, 6協両区の供試木は,健全性 C.Dに属するものはなく,大部分が健
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全性Aである。 (75.0～ 960%〉

1年目(昭和46年 9, 10月調査)では,樹高の低い2″区は,健全性Aが 5～ 12%

減 り,健全性が低下しているが高樹高 3, 4″ 区では  2.7～ 290嬌増加して健全性は高

まつた。 しかし処理区別にみてみると,樹高 3物区の処理区の健全性がわずか高かったが

顕著ではない。

2年 目(昭和 47年 9月 調査 )では,全試験区で健全性 A力 2`～ 34%前年 より減 じ健全

性は低 下したが高樹高区の 3″ , 4″ 両区ではゃゃ整枝処理区の健全性低下が少なかった。

しかしこのことが整枝処理の効果であるかどうかはわからない。

3年目 (昭和 48年 9月 調査 )は 樹高 5, 4π 両区でゎずか前年より健全性 Aが減少 し

たが  2物区はかえって 6～ 40%増加 した。しか し整枝処理区別効果ははつきりしない。

4年 目(昭和 49年 4月調査 )は豪雪であったため 樹高 4″区のほかは,健全性 Aが殆

どな く, 前 年 より健全性が著しく低下した。処理区別では やや樹高 2π, 3協両区の場

整枝処理区の健全性が無処理区より高かつた。

昭和 46年度は、 富山県林試構内及び中地山町有林内に試験地を設置 したハ 処理時は林

試構内の樹高 2″区をのぞき,健全性 Aが大部分をしめている。

1年目 (昭和 47年 10月 調査 )では、冬期寡雪のため・ 両試験地 とも健全性が前年より

増加しプし ,`申 kは ,無処理区の方がかえつて健全性 Aが多 く,処理効果は認められ

な ヽ` .

2年 目(昭和 48年 9月 , 10月 調査 )も,寡雪のためわずかしか健全性が低下 しなかっ

たし,処理区別差 も認められない。

5年 目 (昭和 49年 4月調査 )では,豪雪であったため,すべての試験区で健全性 Aが

12.8～ 98.5%も減少しどの試験区も健全性が著しく低下し,処理区別効果は認められなか

った。

昭和 47年度設置の明 日民有林内試験地は,処理時 も寡雪の 1年目(昭和 48年 9月 調査 )

も殆ど健全性 Aで健全隆が高かつた。 2年 目 (昭和 49年 4月調査 )は,豪雪であったのC

健全性 Aが 2.7～ 290%減少 して健全性が低下したハ 処理区別差は認められない。

このようにみて くると,やは り雪害本数 と同 じく降雪の多少によって健全性が変化するが

下枝整枝処理が効果があるとは,はつきり認められなかった。

9傾 幹 度

試験調査木の傾幹度は表-9の とか りである。昭和 45年度原県有林内に設置 した試験地

は,処理時にかいて,高耐高の C区の傾幹度が大きかった。 1年目 (昭和 46年 9,10月 調

査 )では,傾幹度は,前年度 との差 を立ち直 り量 (以下同じ)と してみれは 全樹高階とも



樹幹長の
1′

t以下整枝のA区が大で良好であつれ  (α A区 +1.1●79 らA区 +74て箔 εA

区+31.5") 2年 目(昭和 47年 9月 調査 )では,傾幹度の立ち直り量は高樹高階のC区

のみで前回の調査位置まで立ち直つていないが,無処理区 より処理区の方がやや大で効果が

あった。 3年 目(昭和 48年 9,10月 調査 )では寡雪であつたが,傾幹度の立ち直り量底

処理区が大で効果があつた。

4年 目(昭和 49年 4月調査 )では,豪雪が消えた直後の調査であったの( どの試験区

とも前回の調査位置まで立ち直っていなかったし,処理区別効果も認められなかった。

昭和 46年設置の富山県林試構内及び中地山町有林内試験地は,処理時では,奥山の中地

山町有林内試験地の傾幹度は大であった。 1年 目(昭和 47年 lo月 調査 )では,傾幹度の

立ち直 り量を見ると両試験地ともほぼ樹幹長の し色以下整枝のA区が最も大であつた。 2年

目(昭和 48年 9, 10月調査 )の 富山県林試構内試験地では,すべての試験区で立ち直りが

みられ,整枝処理区別級 はつきりしない。これに対し奥地の中地山町有林内試験地は,前回の

位置まで立ち直っていない試験区が多かった。 6年 目(昭和 49年 4, 5月 調査 )では,豪

雪のあとのため両試験地とも傾幹度は前回調査より大きく処理別効果ははっきりしない。

昭和 47年度設置の字奈月町明国民有林内試験地は, 処理時は林地の保育手入れが良い

ためれ 傾幹度は小である。 1年 目(昭和 48年 9月 調査 )|、 どの区も立ち直りが見られ

たが整枝処理区別効果ははっきりしない。 2年 目(昭和 49年 4月調査 )では,消雪直後の

調査であるので,前回より傾幹度が大で処理 区別効果はわからないが, ら, ε両区の傾幹

度は低樹高α区のそれより小さかったことにより根元曲りが固走化されてきていると考えら

れる。

以上見てきたように,雪のそう多 くない所で,整枝処理の直後には,やや傾幹度が小とな

って立ち上り量が認められるが (1%整 枝区が よい。) 豪雪であったり.整枝後数

年立つと, 自然枯れ上 りとみわけが・つかなくなり, 1支下高率二
(=壺驀鼻riX 100%)が Z変化

し,効果がなくなる。消雪期の立ち上 りは,やや処理区の方が早い。

10.除 葉 量

除葉量は表-10の とおりである。 これを見ると, どの試験地 も樹幹長の 場 以下で,そ

の内の最長枝の ちぅ にそろえて整枝剪定のB区が,その平均除葉率低く.途中切のため.残

枝部分に緑枝葉が着生していることから,樹勢の弱いものは 1～ 2年後 途中切された枝全

体が枯死したものもあるハ 整枝直後は,生理的損傷がかなり少なかったと考えられる。

11.1″ 高最大沈降圧測定結果

測定結果は表-11の とおり
`昭

和 48～ 49年冬季の大山町原県有林内試験地 大山町
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中地山町有林内試験地 (15t, 1lt)の はかは,沈降圧が殆どかかつていないo

12.雪質調査結果 (図-1参照 )

・ 大山町原県有林内試験地

1冬期目(昭和 45～ 46年 ), α, ら区の 1回 目調査 (昭和 46年 5月 12日 )では,

3月 初めから約 1週間降り続いた雪の影響で最上層の新雪が 110“あり222続の積雪であ

った。融雪期のため密度が高く,融雪のさらに進んだ5月 27日 の 2回 目調査では, 84m

も積雪が少なくなつて 138mの積雪である。密度は大で層間にし 一部氷板も見られ雪質

の変化が認められる。 c tttt奥地のため調直がおくれ 1回 目調査 (昭和 46年 3月 22日 )

では,最上層のシマリユキが 75αで積雪は198mでぁったo密度は融雪が進み ザラメユ

キ化 していて大であつたo2回 目調査 (昭和 46年 3月 31日 )では, さらに融雪が進み 58

磁も少なくなつて,積雪は 149銀 雪質はザラメニキ化し層の間には一部氷板が認められ

密度も大である。 2冬期目(昭和 46～ 47年 ), α・ ら区の第 1回 目調査 (昭和 47年 1月

19日 )では, 57mの積雪 下層程密度大である。第 2回 目調査 (昭 47年 3月 13日 )で

餞 `1磁 ましの88翻の積雪で密度大でぁる。

σ区も同日に調査したハ  1回 目調査でtt・ 積雪 86て秘 密度は下層程高いo2回 目調査

では 33凛 ましの119mの積雪で,密度の高い層が交互にあらわれた。 5冬期目(昭和

47～ 48年 ), α, ら区及びε区とも1回 目は昭和 48年 1月 16日 , 2回 目は,昭和 48

年 5月 19日 に調査したハ α, ら区の積雪は 1回 目90颯 2回 目は 22卸ましの112“

の積雪であり, ε区は,それそれ
'3《

私 20“まして 115"の積雪であつたol回 目調

査時点では全試験区ともシマリユキ層が厚 く,密度は 2回 目調査が大であつたo

4冬季目(昭和 48年～ 49年 )は α, ら区のみしか調査しなかつたハ  2回調査した時

点では ｀`ずれも200錬を越えた積雪で1回目調査 (昭和49年 1月 16日 )では229`私

41mま しの270mの積雪で密度も2回 目の方
2回 目調査 (昭和 49年 2月 18日 )で :ヽ

が大であつたo

・ 富山県林試構内試験地

1冬期 日, 2冬期 目は寡雪であつたが 3冬期日 (昭和 48～ 49年 )の 1回 目調査 (昭和

49年 1月 12日 )では 積雪 95鶴 2回 目調査 (昭和 49年 2月 18日 )でR 64“ ま

しの 129銀で密度 も 2回 目の方が大である。

・ 宇奈月町明 日民有林内試験地

1冬期日 (昭和 47～ 48年 )lヽ 寡雪であつたが  2冬期 目 (昭和 48～ 49年 )も この

試験地は積雪が少なく,積雪は 17に達 しなかつたo密度 1ヽ 1月中旬より2月中旬の方が
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大であった。

1.既 往 の施 業 実 態 調 査

1.施業の概況調査

施業の概況調査は表―① のとおりである。これを見ると,民有林の裾枝払いは,小数の篤

林家が植栽後7～ 8年生のものに対し,融雪時の立ち上りを早める事と樹冠を均一に保ち,

上長成長をうながす事を目的として樹高の 比 までを枝の付根から落している。成長に影響

を与えない程度に枝打ちしているハ ー部雪の多いところは,成長を犠牲にしても,雪害を

少なくするため,潔癖な裾枝払いを行なっている所 もある。裾枝払いの必要性は認めている

パ 労力不足で実行していない方が多いハ 魚津管内から,幼令木の下枝を切ることは,成

長が衰え, かえって雪害を助長させるとい う意見があった。

2.試 験地 の概 況

試験地の概況は表―②のとおりである。県内を積雪深をもとにして,奥地豪雪地帯で 2箇

所 山村多雪地帯で 7箇所 平地山村多雪地帯で 4ヵ所の計 16カ所調査した。 (ただし昭

和 48年度の 4箇所は,「 スギ幼冷木の整枝に関する実態調査」として実施した。)調査林分は

海抜高が20～ 750協 の範囲で,Nwと sW向斜面が多く,冬期主風方向はNと Tが多
^。

初雪は11

月中～下旬,終雪は6月 下旬～4月 中旬でぁる。根雪期 r・lは 6ヵ 月強～ 4カ 月強,最深積雪は‐

120～ 550硼でぁる。 1, 2月平均気温は-5～ 5° でぁり,調査地の林令は 5～ 15年

である。

6 成長 傾幹度,雪害本数及び健全性

調査結果は,表―③ のとおりである。昭和 45年度調査でに 整枝処理したものが無処理

より成長が劣っているとは言えない。傾幹度が概して処理区の方に大きく現われているのは,

裾枝払いを行なう臨 強 く雪圧を受けた椎栽木から行なっているからであろうと考えられる。

雪害の型は,根曲,幹曲.芯折れ 枝折でぁるか 芯折は,大部分癒合回復し。今後幹 曲

に移行すると考えられる。

昭和 46年度は 調査木本数が少なくはっきりしないハ 成長 婆 、 健全性とも差がな

い。昭和 47年度は, 15年生林分を測定したが,成長は枝打処理区が やや夫. 雪害 も無

処 理区 7_l方 が下枝の折れ,抜 けの被害が認められた。昭和 48年度も,枝打区の成長が

やや良好であるが 根曲量 雪害 健全性は処理別差はなかった。

裾様払ヽヽの実行林分と非実行林分が対照的に存在している理想的な調査地がなかったの(
調査結果は, はっきりしないハ 調査地の整枝処理程度では,成長に大 きな影響はなく,む

しろ整枝処理林分は,保育管理がよぃことから,無処理林分より成長が良好でぁると考えら
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れ る。

4。 ま と め

幼令時の整枝がスギ造林木の成長と雪害軽減に及ぼす影響をみるために,整枝による試験と既

往の施業実態調査を行ない次の結果を得た6

1 整枝処理は処理後 1～ 2年は樹高直径両成長にわずか影響があり。肥大成長、の影響はやや

長びく。

2. 整枝処理の埋雪木軽減効果R整 枝直後で積雪が比較的少ない時に,低潤高区で認められ,

1傾幹度の軽減からみて融雪期の立ち上 りを早める効果 もある。

3.整枝処理が常在的根由や幹曲の害を軽減させる効果は認められない。

このように 幼令木に対する整枝処理ハ 今回の試験方法でι
=積

極的に雪害を軽減させる結

果にはならなかった。   ・           :    ‐       ‐

しかし,低樹高林分でも,平均樹高と最深積雪の比が常に2前後になるような,積雪の比較的

少ない地域でR低 樹高区 (2～ 5″ )の し6裾枝払いや  ヽまた積雪の多い地域では 雪起こし

と た 裾枝払ぃの併用とい う様に,昇育手段としてl.=こ の縄肢払ヽ`処理を利用することで 融雪

期の立ち上が りを若干早める効果があると考えられるo

以 上
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表 -1 試 験 地 の 概 況

山腹凹  2
斜面 (25～ 61

山腹凹 225
緬 (18-27)

山腹凹  265
緬  (2が 1)

4月 上旬
11月下攀
4月 上旬

N
やや吹溜

中新川郡
立山町吉峰

LLA多雪
地  帯

Ｎ
肝

11月 下旬

ＮＥ
肝

上新川郡
n」J町 中地山

奥地豪雪
地  帯

11月 中
11月中旬～
4月 中旬

11月 中旬～
4月 中旬

NE

模鈷鑑織] 4月上旬
NE

やや吹溜

下新川郡
宇奈月町明日

山村多雪
地  帯

山腹凹  272
斜面 (11-66)

N～NW
均―

5月 下旬
12月下旬時

5月 下旬
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年

(平年 )

11月 中旬～
4月 上旬

11月 中旬～
4月 _L旬

11月 ヽヽ ～
5月 ヽヽ

11月 中旬～
4月 上旬

11月 中旬～
4月 上旬

11月 下旬～
6月 下旬

℃
-3^V2

J区 202.4

bp【 2900

a,ζ 2567

b区 5445

a区 261.7

b区 551.0

c,璧 45,5

響‰ 。―

“

"'%40‐曖

鶴 40=18

2,%7=5g

541ジィ47=76

"%26判・0

528%。 =ぉ

261%0=44

謝‰ ="

4".ス
0_7

ち
3'【 5000

b区 6●00

，
８

　

　

９

0,b区

7

輝工8

фζ 9
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表 -2 成 長 ― (1)

番

　

号

樹

高

区 必
整  枝  時 1  年  目 整枝時

4/61 1/2 1 C° n悦 1/3 4/2 1 C° nt 1∠

(整枝 )(整 枝)|(鸞 嶼 ) (整 枝)|(整 枝)|(無処理 ) (整 枝 )

1

樹  高 飼

地 際 径 伽

楚陥 諭

本  数 体

調査 年 月

2に0±  77

6.8■03

27±02

lo0

昭 Fn 4 5年 7月

262乏ヒL101

82± 04

30±02

98

昭

2568ELl l.9

8.2± 04

38± 02

100

■ 46年

2_R64EL13 2

78± 04

6.4■ 05

100

月

592

14

11

樹  高 ω

地 際 径 ω

126衡粒径鶴

本  数 の

調 査 年 月

2952± 65

8.41L06

4.41L02

70

昭 m45年 7月 昭 和 46年 9月

５
．
　

１
．
　

■

樹  高 い

地 際 径 笏

128‰位径ω

本  数 内

調査 年 月

4105JL18 9

12.6」ヒ07

7 9to5

10o

昭

4150■ 204

127■06

76±04

10o

45年 7

4419_224

160=L05

79士 E14

60

月和

461.5± 223

146」ヒ08

92± 05

96

昭

4767± 256

145Jヒ 08

,2±05

96

46年 (

"84±
255

1 5 2JL0 8

9 8EL0 5

60

月

０

　

■

　

１
．

２

‘

樹  高 綱

地 際 径 笏

126鶴位径紛

本  数 い

調査 年 月

2´ 4■ 66

72±06

68±02

76

昭

2528■ 68

76±05

57±02

75

146年 7

255』土 ス9

69± 03

57」ヒ02

67

月

“

57± 108

82■06

49±02

75

昭

駁51.仕  ,9

8吐 05

4.9土a2

75

47年 9

3447± 127

8.吐05

51=L02

67

‘

　

１
．
　

１
．

樹  高 総

地 際 径 続

12ξЪ位径0

調査 年 月

内数本

昭 和 46年 7月

4667± 122

10.■ 04

6.9J=0.5

70

昭

43341o514455‐Ll■ 5

147年 9月

，

　

１
．
　

１
．

2 樹  高 0

地 際 径0
12`‰位径0
本  数0
調 査 年 月

221.2±  79

5.7± 0.6

2.7=L02

60

昭 46年 7月

2770±155

72主06

4吐 06

60

昭 147年 9月

５
．
　

■

　

■
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’ 1年目～2年目成長趾 2年目～ろ年目成長量ろ 年 目2 年 目～1年目成長盆

黙
験
地

設
盟
場
所

'／3 'ん '／ろ 'んl/i 1/h1／21/i 1／3 COnt．cont． cOntcDntcont

(無処麺(整 枝） (無処理） (整 枝） (盤 枝）(整 枝） 無処理） (整 枝）(無処理） (整 枝）(埜 枝）(整 枝） (整 枝）(無処理）

42.4

2．0

2－3

誤z4土1釦 藥69=l= 1 64 329 2i1 86

11‘4士05 11.畦0.5 10.8士0.6

Z2士03 Z、士0.3。 6,8士0.4

98 100 ‐ 100

昭和 48年9月

4ZO

1．9

2．4

６
０

４

４
２

２
５

3スフ

11

0』9

5'2

1．0

1－0

3004士10.92?45士144 ”2‘6士1釧

夙5士0.4 93士0. 5 8.8士0.5

4.8士0.5 4.7士uろ 4.牡0．3

98 100 100

昭和 47年 9月

38．2

1‘ろ

1－0

4良4

1．5

1，

56.6

1．7

1，0

上
新

川
郡
大
山

町
原
県
有
林

内

401.2士慨5 373.2土145 416‘4士154

1 2.9i0.4 1 2.4j=0.5 1 5. 3rO*5

8.5士03 6.7±0.3 ス7士0-3

68 67 68

昭和48年10月

28.3

0．9

0●9

ろ3，4

1．5

21

30，8

1．1

1．2

458

1，9

1．0

2ス8

14

0．9

ろu5

1－6

0．8

56ス8士11.5 3“9士11.6 3854士14.0

1 1､ 4zt0.4 1 1 5=t:0.5 1 2.Rizq5

6.4士0.5 5.8士0.3 6‘5±0.2

68 68 72

昭和47年9月

35．5

1，4

1．1

45.6

22

1．2

41．0

0．9

u6

5548* 2Z 6

1スと七0.9

10.4士0.6

82

585‘O士32フ

182士1.Q

10.8士0.6

47

519

0，6

，4

40●5

0．8

0．5

40●5

0．8

0．5

550.1士22.8

1Z4±98

10．6士ﾛ.5

96

６
５

７
Ⅱ

２
０

５ ６
１

４

５
２

０
５

36.9

25

1．0

4982士盤45145士“ 5“p士2”

16.8士0.8 16．8±0.8 1スョ士、9

102±05 99i0.6 1 0.2iO.6

96 96 59

昭和47年9月

3803i1 42 578Dj=1 28 395.2士13.5

21=lz0.4 91zt0.4 95士0.4

6巻2士0.5 5.7士0‘5 6.吐0‘5

64 69 53．

昭和48年9月

6．5

2．2

1，9

60．8

1．6

1．6

50.5

0，8

q9

６
？

３

４
ｕ

ｉ
４

46,4

0．8

0．8

78．8

1，0

1．2

827

1．6

1．4

中
新
川
都
立
山
町
吉
蜂
窩
山
県
林
試
構
内

上
新
川
郡
大
山
町

中
地
山
町
有
林
内

5ス7

0．4

0－8

７
８

８
中
凸

騨
０

０

48路士156 48Z3±11.7

1 f,5i0.5 1 1, 6士0．4

8．2士0償4 スフ士0.3

60 ， 67

昭和48年9

5052士1串

11.5士0.5

Z7士0.4

55

月

52．9

1．0

13

8R7

1．4

1．4

102，9

21

1．6

今十

６
２

８

４
３

２
５

ろZ7

5．0

25

32”士1553502士15, 53“±1印

1 0.110,4 1 0.0±0.4 11.1士0-4

6.6土0.3 6.7士0,5 ●8士0-5

59 54 59

昭和48年10月

９
９

６

■

５
２

２
４

6Zろ

1．2

1，4

８
２

５

■

，
２

１
６

一

駐：平均値の信頼凌”5のｲ諦

一平蝉叢､
限界

－15－

|

l

L



表 － 2 成 長 一（2）

蛇
掛
く

勺

瀞銅樹高
区

番
号

整枝時

’/も

(整枝）

54．6

1．6

1．4

整 枝 時 1 年 目樹
高
区 ソ2 'ん姥 cont．cont

（整 枝） （整 枝）（無処理）

3942=t 95 3965*8-4 40･i.9=tl8

122士0.3 12．7士0.4 13．5士0.4

ス7士0.3 Z8士0.3 8‘6士0.3

100 100 10D

昭和47年9月

(無処理）(整 枝） (無処理） (整 枝）(整 枝、

32 樹 高鋪

地 際 径鰄

,2挺；位群"i

本 数銅

調査年月

33R6士90 531.2士ヌ1

10．6士0.5 17士0.3

6‘5士0.2 5.8士0‘2

100 100

昭 和 46年

262.8士8．7253‘3士13’

6.4士0.4 ス5士04

3．5士0.3 3.6士0‘4

55 25

昭 和 47年

315.6i 92

15土0.5

5.5士0.2

100

7月

2621LR3

ス吐05

3.6士0．4

31

7月

b

118．9

1．6

1．7

樹 高鋪

地 際 径帥

,2淵位径6"i

本 数㈱

調査年月

記1"7士15.1 577:9士城5 3708士1”

8.0土0.5 91士0.4 88j= 0,7

5.()士0.3 5,5士0.4 5．dt 0.5

55 25 51

昭和48年9月

ろ

＆

4“，士' 8 4780=t1 07 48罰士101

10．4士9．4 11，4士0.4 f 1.9j=0.4

油土0.4 Z5士03 ズ3士0‘5

84 76 ‘ 80

昭和48年9月

5鋤.2士1 3e7 E9 01JE1 45 600Di1 42

幅.9士0，6 13．8士0．7 15‘2士06

R5±0.3 93士05 1 0.at0.4

86 34 59

昭和48年 9月

114．9

1．9

1．8

樹 商鯆

地 漂 径鰄

,2踊位径鯆

本 数鯛

調査年月

550.趾上" 352,3siz 46 35a7=t 6.5

8.5士0‘3 8,9士0.3 R2士0.3

5.四二0.2 5.6士0.2 5.8士0,2

84 76 80

昭和4フ年 7月

4“､7士1054“.0士1 1.4 4517r1 4.4

11．2士0.4 10．?±0.5 11.7士0.5

ス6士0､3 Z2=t0.5 Z､9±0,3

86 34 59．

昭和47年7月

b

120－5

27

樹 高鋤

地 際 径姉

。↑28"M"j

本 数銅

調査年月

4“､7士1054“.0士1 1.4 4517r1 4.4

11．2士0.4 10．?±0.5 11.7士0.5

ス6士0､3 Z2=t0.5 Z､9±0,3

86 34 59．

昭和47年7月

1.9

’
』＝

－16－｜

’

１
１

1



～ 1年 目成長量 2 年 目 1年 目～ 2年 目成長 量 試
議論が
所

% cont 1/3 1/ eont % ‰ cont

(整枝) 像 処理 (整 枝 ) (整 枝) (無処理) (整枝) (整枝) ⑪

656

30

2.0

88.5

4.0

`1

4夕 5■ 102

1 4 6ELa4

,7± 0.3

98

昭 j

452る 士
'7

14.8■ 0_4

8.9士 a5

98

48年 1

476用
=1“

14■LE1 4

91±05

98

月

465

2.4

2.0

こ

　

２

　

■

４
．
　

１
．
　

０

上
中新
卸りII

山郡

町大
有山
LEI
内

1246

18

1.夕・

101.7

1.8

・`
 1.8 下

新

川

郡

宇

奈

月

町

明

日

民

有

林

内

1267

2.5

1.9

155.4

2.7

2.0

1471

2.9

2.1

1405

こ5

24

謝 :平均値の信頼度Q95の信頼限界坪 均値
共分

t

-17-



表 -6 試 験 地 の 積 雪 環 境

表 -4 最寄 りの観測所の位置

1,2(1 富山県中期 ‖郡立山■:す寿ケ原

(建設省立山砂防事務所内千寿ケ原観測所 )

″ _L規 |!郡大山町小見
(建設省立山砂防事務所内小見観測所 )

″ 中規 |1郡立山町吉峰
(富山県林業試験場構内観測所 )

″ 下剤 ‖郡入謝 断
(入善町上原農業協同組合内観測所 )

″ 魚 津 市 六 郎 丸
(官山県農試魚津果樹分場内観断 )

″ 中罰 ll郡立山町大字芦崎寺ブナ坂11国有林

(関西電力黒部川第四発電所内観測断 )

肇看
番
号

観

測

%
474

288

227

24

68

1,459

ヨヒ率肇36つ 64′ 52´

Jヒお客66° 34′ 05″

J朧 66° 66′ 16″

Jヒ和:36° 56′

J購 66・ 49′

Jヒ《筆66・ 54′

番

　

　

号

1 冬 季 目 昭45年～ 46年 :冬 季 目 昭 46年 ～ 47年

根雪期間 積雪期間
最 深 積 雪

起  日 1指示値

根雪期間 積雪期間
最 深 積 雪

起  日 指示値

1
11月 下旬

～ 4月上イ
11月 下旬
～ 3月 下旬

2月 上旬

飢

240
12月 上旬
～ 5月 下旬

11月 下旬

～6月 下旬
2月 下旬

卸

180

2
(1)

12月 上旬

～ 6月 中旬

11月 下旬

～ 6月 中旬
12月 上旬

11月 下旬
～4月 上旬

11月 中旬
～ 6月 下旬

2月 下旬 220

6

-18-



5
2冬 季 目 昭 47年 ～ 48年
1

冬 季 目 昭 48年 ～ 49年 試

議
置地
場
所

根雪期間 積雪期間
最 深 積 雪

根雪期間 積 雪期間
最 深 積 雪

起  日 指 示値 起  日 指 示 値

12月上旬
～ 6月 下旬

11月 下旬
～5月 下旬

1月 上旬
磁
０

11月 中旬
～ 4月下旬

11月 中旬
～ 4月上旬

2月 中旬
卸

300

大
山
町
原

県
有
林
内

1月 中旬

～5月 下旬

11月 ヽヽ
～ 5月 下旬

2月上旬
12月 上旬
～ 4月 上旬

11月 中旬
～ 5月下旬

2月 中旬 159

立
山
町
吉
峰

富
山
林
試
内

11月 下旬

～5月下旬

11月 ヽヽ

～ 6月 下旬
1月 上旬

11月 中旬
～4月 下旬

11月 中旬
～4月 上旬

2月 中旬 600

大
山

町町
有中
林地
内山

1月 中旬
～ 6月 下旬

11月 下旬
～ 5月下旬

2月 上旬
12月 _L旬

～ 4月上旬

11月 中旬
～ 3月 下旬

2月下旬 120
:言
林
内

試 験 地 と の 位 置 関 係

難 167~2ど 56″

東経16ガ 22′ 52″

難 157° 19′ 58″

難 167 29

難 167 26

難 167 40

・ 1試験地のENE25嚇 ,

地のENE7o価

・ 1試験地のWNWこ 4 Km,

のNNE2 4Km

・ 1試験地のWNW 921品
71臨

・ 5制 のNW75隔

・ 5試験地のWSW126 Km

05詳ttt SSW35.O Km

局  地

地 区

局 地

2(1)試験地のESE107 Km・ 2唸
戸験

2(1「観食地のESE6.o嚇 ,20Fntt

2(1デ験 地のNE02b l劾 試験地のNW

-19_



表 -5 最寄 りの観演1所 に わ け る観 測値 ― (1)

観
測
所
番
号

ヽ

、

上

1 2 7 3 世
|

1

千

寿

ケ

原

|

積 雪 (翻 )

降水量 (m)

新積雪 (m)

28.4 24.1 65.8

9

235

積 雪 (m)

降水量 (77E)

新積雪 (m)

66

12.6

15
`::|
―

 |

__21121

95
:01

|

4o

14.2

6

２

　

●

　

１

20.9

21

積 雪 (m)

降水量 (m)

新積雪 (m)

る5

26.こ

14

スる

62.5

44

７

　

，

　

２

６

　

４

57 5 52

6o.4

15

2 積 雪 (鍬 )

降水量 (lmm)

新積雪 (m)

119 110

4И

15

120

246

64

145

280

る4

162

145

25

164

76

9

15`

7,

lS

160

276

47

19〔 1751 146

240

1

166

4_2

6 積 雪 (m)

降水量 (鰤 )

新積雪 (m)

0

12.8

54

372

29

80

28.6

64

6

1,5

28

126

474

68

158

205

59

17`|

4.5

9

６

　

４

　

２

６

　

６

　

１

154

06

1

131

240

4o

161

05

1

積 雪(m)

降水量 (協い

新積雪 (磁 )

2'2

積 雪 (m)

降水量 (m)

新積雪 (m)

８〇
一　
∞
　
騨
一

5

5 2 18

26.5

2.5

45

35.7

`5

75

る2.7

66

80

22.2

26

4o

20.8

５

　

４
．
　

２

1 積 雪 (m)

降水量 (πm)

新積雪(m)

2 34

42.5

44

11.7

11

1,0

9

積 雪 (m)

降水量 (alBヽ

新積雪 (m)

110 10.8

2

164

20

12

1

175

20

10

2

7

０

　

２ 1

‘

　

２

186

lo

積 雪(m)

降水量 (m)

新積雪 (m)

5 45

75

2

55 ６

　

１
． スア

4

６

　

６
．
　

１

４
　
　
一‘

６

　

ユ

50

121

1,

-20-



中 下 月

計

月

平

均

15.2

9

,3 65.7 18.5 250 21.る

`6

２
剛
一
５〇一

5C

18_C

5`

70

358

106

175

199

212

8 0

６

　

■

１
．
　

４
．
　

３

ユ

　

２

5

521

4o

1,166

1971

227

4o.6

12.5

15.1

５

　

１
．
　

１

59

565

46

68

152

５

　

３

　

る

100 90

175

28

9C

12.0

22

116

54

7

104

8.9

17

112

8.5

19

2216

2823

520

71.5

166

20.0

128

20.1

2

119 103 ９

　

　

６

９

　

３

　

１

100
μ
鐙一
５

67

100

6287

266

234

1174

162

146

145 125

10.o

9

125 115

1.4

1

1 01 83

'2
6

75

227

４

　

８
．

6,159

2771

500

1019

166

214

245

「

Ｉ

Ｊ

「

―

―

一　
　
　
％ 17 165

62

289

32

32

2079

32

62.0

12.2

620

30

155

2

4o

168

２

　

１

．

２

　

１
．

20

15.9

5 1

る

　

１
．

２

　

０

4o

5'0

22

４
　
　
一６

25

112

1,1 38JD

41η

2505

5'2

172

167

18

180

8

４ ０

６ ５

．
。

一

４ 〇

一

50

26o

19

2

24.0

1

■

　

０
．

１

　

２

426

3449

1199

21.6

265

12.0

５
．
　

２

　

２

601

65

27

2

1

＆
・
　

３

　

１

６

　

５

　

１

91.0

60

42

25.1

80

60

329

564

187

14.7

226

134

55

12.0

16

４

　

０

　

■

48.4 2`5 127
`2.6

757

2195

845

5'8

11.o

■7
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表 -5 最寄 りの観測所におけ る観測値 ―(2)

観
測
所
番
号

恥
爪

旬
ヽ
日

素
1 5 6 8

1.

千

寿

ケ

原

嗣
「
ｄ
叫
―
四

雪
　
量
　
雪

水
　
積

積
　
降
　
新

略 ,[ Z163 670

1 「叫―
コ明―
翻
‐

一申
暉
癬

480

4o7

6611

７０。一　
″
　
鰤

フQp ∽

　

１０

∽
　

“

　

∽

４。

　

％

　

１
．
０

1 積 雪(m

降水量(鰤

新積雪(卸

655

７０

　

■

　

殉

劇
月
■
劇

知

251

20

７８．０　
翻一　
銅

800

58』

250

800

2 積 雪fm

降水量(爾

新積雪(鍬

０

　

２

　

０

6001 250

06

８

　

Ｑ

　

樹

750 758 75』 ”

　

〃

　

“

4501 680

77

470

6 積 雪(m

降水量(m

新積雪(m

獅

瑠
一
鈍

００
　

“

　
”

コ硼‐
悧‐
笏

剛
一
笏

翻
一

，

　
１
・く
　

４

65o

205

200

4o.c 60〔 ∝
　
辞
　
４

203

20

481 1 積 雪〔鍬

降水量 (mln

新積雪(鍬

16乏 13 586

2 積 雪(卸
|

降水量(御

新樺雪(m

4暉 詢

　

加
　
２。

和
　
２。
　

”

気
　
釈
・　
“

取
　
猥
一　
頸

＆
　
取
　
気

1140

150

270

1 62fl 121.0

1 積 雪rm

降水量(m

新積雪(鍬

166[

,C

２
・

465〔

14

11.〔

l Z14[ 16■ 0

25

28fl

1740

20

7C

17印

05

“

16印

鰤

5J3

1`70

,5

21Ю

4780

100

,0

積 雪(m

降水量(鰤

新積雪(卸

2350

1.5

40

１
・
‥

　

”
ヽ
　

２

266〔 2250 覆
　
７
　
“

260〔 230( 2400

卸
一　
６２。
一

6020

245

4op

6420

45

160

側一
凶
颯

∝

　

Ⅸ

　

２

6470

205

290

3450

積 雪(鍬

降水量(m

新積雪(m

250g 2 2 2 2200 2100 210D

18D

2100

10』

218

12

2

００
　
徊

2600
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中 下 月

計

月

平

均7

45そ 22乏

25〔

6引

25{

釦
　
υ
　
“

2'0

470

270

８ｆ

　

”

　

％

58〔

675

12[

60〔 1561

596`

8'(

御
　
％
　
７８

“

　

“
　

％

2軍 250 却
　
Ｉ

加

　

２５
　
厠

∝

　

贅

　

記

200

11_2

200

ａ
　
釈
　
４

８。

．

2琴 455 η 69

220

220

コ

　

４

　

駁

印

　
４

　

２

”

　

”
　

”

70〔 ００

・
Ｉ
　

印 ０５

・

田

　

領

　

知

知

　
“
　
旬

60〔 ∝
　
牛

ｍ

　
η

　

６。

4o[

4〔

88〔

駈

　

４

　

孤

1,0161

476こ

2901

妨
獅
泌

加
　

％

　

卸

26C ∝

　

％ 677

６。
　

”
　

５。

970

釦

　

“

　

知

印

　

加
　
珈

1,004

654(

1851

８５

　

２２

　

６８

]
如

憫

獅

れ

　

５．

　

殉

250 ∝

　

４

λ

　

“

　

１
・
Ｃ

7〔

∝

　

雛

　

∝

25(

57う

15〔

217 4,こ
`961
651.:

181.(

”
　
お

　
”

駐
・
　

五

54=

50〔

町

笙
黒

80〔 ０

　

８

680

218

２
・

61

4暉

18ば

4o〔

1駆

Д

　

硬

　

“

ん

　

５．
　

“

11叩

,5

■5

1000

275

570

154〔

6〔

1■ 00

185

280

０

　

５

1 570 251

24F

6〔

115[

24f

4,C

Ⅷ

卸

欠

欠

16o

80』

186〔

21

4

18町 164C 駐

　

醐

　

１
・
０

1951

61

186〔

1(

∝

　

４

　

４

673肛

360J

521.5

1246

171

326

1860

13Ю

14J3

1880

11.0

210

1970

120

270

2100

詢
　
ｍ

2:50

125

200

21,0 206〔

22〔

16〔

剛
郷

印

８５。

劉

２６。

2050

170

570

247〔

101

65〔

255[

4〔

4〔

25,C

ll.C

2,C

珈

卸

『

2551

1〔

24001 240〔 5,2a

258〔

6621

1912

11.2

165

る3印

0`

2950 270[ 2580 249o

105

244fl

l.5

20

255o 230Ю

245

60

2260

7□

4fl

2600

45

120

24o〔

7〔

27〔

255ρ

不

240〔

11〔

29〔

265p 7465〔

222で

666〔

2665

11,7

1'8

255fl 2450

5D

20

24o£

1,C

24ofl 24oo

83

15111

2450

105 ‐８
　
如

2100

30

1011

2200

22p

2200

65

811

20Qρ

4Jll

21.0

如
ω
劉

2 欠 欠

1237

2170

251.1

65

1“
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表 -5 最寄 りの観測所にわける観測値 ― 131

観
測
所

番
号＼

旬

ヽ
日

上

1 ろ 5 7

2.

/1ヽ

見

積 雪 (m)

降水量 (爾 ゝ

新積雪(m)

26.ζ 11.0 166 245 22.6

積 雪 (鍬 )

降水量 (m)

新積雪 (m)

５

　

，

　

１

22

24.9

66

59 20

11.8

1[

61.〔

6〔

14

179

15

1 積 雪 (m)

降水量 (鰤 )

新積雪 (m)

2

lo.4

1ろ

20

262

68

６

　

‘

601

司

４

　

一５

2 積 雪 (銅 )

降水量 (鰤 )

新積雪 (m)

8 5 ９

　

６

　

１

90

228

52

116

200

24

11.

1

２

　

４
．

２

　

１
．
　

１

160

葬
一　ｍ

150

10.2

10

169 168 110 105

6 積 雪 (m)

降水量 (m)

新積雪 (m)

15

16`

18

60

1,`

る2

17 る

6〔

451

6`

1〔 lる

54.5

50

瓢一　５．‐　
拝

6

24.7

25

110

2.6

4

100

積 雪 (C魔 )

降水量 (爾 )

新積雪 (m)

40.0 26.{

積 雪 (鍬 )

降水量 (m)

新積雪 (m)
仰
　
２〇一

18.0 276 25_〔 170 160 260

1 積 雪 (m)

降水量 (m)

新積雪 (m)

20

520

20

,0 560 46.0

2 積 雪 (m)

降水量 (m)

新積雪(m)

205 10.5 166 22.0

積 雪 (m)

降水量 (m)

新積雪 (鍬 )

1

|

l

60 90

5

174 65

10
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中 下 月

計

月

平

均25

10.7 66.0 257 269 20C 15.0 28.1

61

61

200

4o

る1

602.〔

72

61.0

15.1

660

1

38

1

1

35_2

48

27

1.8

2

596

146〔

166

28、4

13.3

148

4

12

4o

50.9

41

64

38.7

4o

60

198

25

70

20.8

24

80

74

20

９ ５

一
　

２ ５

　

５

９

　

５
．
　

１

1.708

2583

505

５
．
　

６

　

６

10〔 5

6

４

　

　

０

45

40

6

６

　

０
．

50

4.1

5

2,66

160.

177

862

81

11.1

100 1 8 8 1,665

188.1

282

569

188

235

aろ 20〔 60.0 162 160 14_` 15〔

22

251.1

22

11.6

220

12.0 65 130 12こ 12.こ 448

17

10.[ う19

57

‘

　

＆

,0 40o 1 0.〔 22.0 1

20

242

20

200

20.2

20.0

172
“‖

65

1

20

795 50.〔

65

348〔

55

55.0

158

175

75

16

66 42.4 202 35.8 1721

34

101

8.5
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表 -5 最 寄 りの 観 測 所 に か け る 観 測 値 ― (41

観
測
所
番
号

上 中

1 2 6 7

2.

/1ヽ

見

積 雪0

降水量価

親積雪勧

ユ 1』 ,4 4411 15D

積 雪伽

降水量価

新積雪m
鯉

4

００
　
”

　

∞

20』

53

5E

８。
　

叩
　
印

積 雪勧

降水量価

新積雪勧

15`

600

11.o

60』

28tll

０

　

０

　

０

５。
。
　
２５
・　
∽

凹

　

叩

　

∽

41.o

06

3Qp

2 積 雪碗

降水量価

新積雪a

1∝ 20〔

21.[

ろ〔

16Ю 61.0

185

61.0

∞

　
７５
　
００

6or

1る[

型

200

フQρ 600

90

積 雪m

降水飾

新積雪0

雛

　
策
　

領

独

ａ

狙
一

∽

　

贅

　

∽

知

質

型

る∝

15〔

20]

¶
叩
　
４５
　

叩

100 800

60

積 雪ω

降水瓢 翻

新積雪笏

1,[ 壼
|

1 積 動

降水鼠価

新積雪勧

570

1

る70

60〔

5〔

4o〔

4o£ 500

405

200

,00

200

００

・

1,p

800

22111

60D 71〔 60』 500

1 積 雪翻

降水懸浦

新積雪m

90f 90o 900 80〔 680 ”
　
２
・

暉

100C

25

10〔

100〔 1000

27

100D 100〔 1103

55

180

積 輸

降水貿総

新積駒

50〔

1.[

ｎ
　
ｌ．亡　
６．＜

1560 ∝
　
■
　
１
・
亡

”

　

１
・
０

　

１
・
０1

440p

140

145,

307

14.0

185〔

25〔

52〔

加
珈一
‐０。

200〔

201

65〔

2600

4oo

255£

4D

26C

Ⅸ
・
　

∝

　

肛

210p

55

180

ろ 積 雪の 1 1500 127 1220 1lo

14

11 165p

,0

20

1 14o3
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下 月

計

月

平

均

450 150 る03 1511 06

“

750 150 6681

50

05

“
　
６５
　

“

００
　
妬
　
印

“
　

％
　
６
．
０

２０

．

４。

．
　

２。

。

260 450 58 50 12

５。
　

叩

　
印

製

50

型

2670

2481

154D

２５
　
２
　
ｙ

6011 20Ю 150

4綱 145

田
　
％
　
”

04 100

ｍ
　
ｍ
　
ｍ

幼
・　
細
　
知

叩
　

“
　

叩

叩
　
０。
　
４ｐ

０

　

０

　

０

畑
理
切

ｍ
　

ｍ
　
”

85 628 180 60 105

御

８７

硼

2011

690

2p

50 50 44,o

2666

1540

″
観

Й

ｍ

　
２。

７０
　

“

240 511
０

　

０

700

170

叩
　
却

10β 240

268〔

668〔

151〔

“
　

８８
・　
％

峯

０

　

５

・
　

０

輌
一
蜘

劉
一

∽
　
７４
　

５。

400 660 ０

　

０

５。
　

８。
　

ｍ

∽
　

８７
　

‐５

100 100

60

226Ю

225,

62』

“

　
“

　

０
・
４

０

　

０

1000

帥

500

800 印
　
加
　
７０

65p ∽
　
“

550

18p

90fl

800

4oo

1420

100

660

1500

70

160

16印 120p 106D 1050 1000 質
　
費

227り

2984

66'3

帥
　
”
　
“

10m

10p

120

1 200

12,

200

1460

50

260

1 5Qp

l.5

l Q0

1500 120,0 1000

15

1000

150

1180

41Ю

22p

1700

300

550

2050

12p

35fl

170』

260

1 8Qp

89

62p

185p

01

120

160.0

01

05

150〔 365'1

1956

2355

1 1 8El

109

140

000

２。

．

12p

２０．０
鉤
獅

1 5Qp

l£

1 4oo 1203 1200

50

1 25fl

“
50

1200

41D

Z0

125o

50

m

14oo

l.5

80

1 4oЮ

■0

50

1600

59

200

4`650

243'

4o80

158`

102

204

1250

2p

250 1150

8Ю

70

1200

113

150

250 12f10

■0

1100

100

100

1200

140

250

16611

70

5o

1500 115o

170

600

1550

2■ 0

200

1500

1.0

1 4oo 1150 1100

11.0 2660

201.0

1280

148

168
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表 -5 最寄 りの観測所における観測値 ― ⑤

観
測
所
番
号

上

1 2 7

（
富

山

県

林

試

）

1 積 雪 (m)

降組  (m)

新積雪 (m)
引 100 206 65 647 189

積 雪 (鍬 )

降水量 (爾 )

新積雪 (m)

墨

”

２８

29

61.5

2

57

57

66

細
躙
一
．

１

　

２

“
　
“
　
”

1る

55

９
　
“

1 積 雪(m)

降水重 (m)

新積雪(m)

９

　

３

　

９

8 ２７
　
ν
　
％

ろ6

02

16

25

'2

“

　

０１

　

‐１

4o

06

19

18

02

‐０
　
″

‐５

　

０８

　

７

2 積 雪 (m)

降水量 (m)

新積雪 (銅 )

59

07

10

67

54

11

９

　

１
．
　

１

８

　

■

　

１

88

265

4

87

80

26

114

89

25

０

　

１

．

９９
　

“

９．
　
″

８

　

１
．

5 積 雪 (m)

降水量 (m)

新積雪 (m)

２６
　
郡
　
２‐

“
　
“
　
２０

60

600

62

67

29

29

56

21.7

2

50

01

5

， ノ

　
　
”
０

６

　

２

積 雪 (m)

降水量 (lm)

新積雪 (m)
26 123 04

積 雪 (m)

降水量〔怖:)

新積雪 (銅 )

141

441

51

54 547

％
　
％
　
２６

″
一

“

２９ 1 2

22

26.0

6

116

８

　

４

　

５

６

　

６

1 積 雪 (m)

降水量 (m)

新積雪 (m)

14

101

14

２〇
一

”

６

66 554 28

積 雪 (磁 )

降水量(m)

新積雪 〔m)
2/

“

２

　

０

　

２

“
　
印
　
１０

7 ５

　

４

5

る

688

積 雪 (m)

降水量 (爾 )

新積雪 (m)

22

02

22 ７

　

３

10

年

フ

５

　

３

　

２

16

16

1

１

　

８ 152

1

52

1

４

　

０

　

４ 7

積 雪(m)

降水量 (m)

新積雪 (m)
54 526 91 32 651

“

積 雪 (卸 )

降水量 (爾 )

新積雪 (m)

5p

50

“

89 lQ2 6● 181

１
・
０

“

１
・
０

８。

．
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中 下 月

　

　

計

月

平

均

112 初雪 153 381 66 18 8`

16

492

16

２９
一襲
２９

225

158

22.5

5

09 02 05 峯

2

18

2

る

　

３

　

１

る2

40

62

２６
　
％
・

11

0:

７

　

“

　

４

204

109

16.1

16

69

16

286

4

29

26

15

η 21

21.9

“
　
牢

40

08

26

２９
　
“
　
６

60

106

“

“

２８
一

６８

一

％

　

２７

07

886

21年

232

28.5

87

15.6

６８
　
げ

“
　
郎

46

11

2

４

　

７

ｍ

　

０５

２５
　
秘

２

　

３

1

1,666

16♂

148

595

6.9

114

66

222

２ ８

　

０１ 48 02 42p

688

248

186

328

11.6

18.6

88 238 88 1,9 582

21

425

21

244〔

21

210

144

210

21

21.0

８

　

４

　

８

η
２５

・
1“

5 1

62 る6′

8

0′

lo

1 269

249`

106

149

115

88

750 64 166

6

40 02 155 ユ
`

２

　

２

　

２

66

6

1弱

る

08

J
57

271.Z

66.

81

12_6

60

105

ア

122

7

８

　

０

１

　

　

６

８

　

２

　

６

％
　

６
．
８
　

‐４

４

　

０

25

４５
４
４５

144

11.1

152
６

　

５

　

７

16 67 648 m 25

170

1281

32

12.1

71

40

136 252 O17 275 02 105 43

25

２０
　
“
　
”

667

2.2

141

22

40 ,0

４。
　
”
　
“

85 ,1 60 16.8 26

160

06

:63

40 690

102ρ

600

７

　

６
．
　

７
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表 -5 最寄 りの観■ll所 にかける観測値 -0

観
測
所
番
号

上

1 2 6 7 8 11 12

6.

（

富

山

県

林

試

）

4 1 積 雪 (鍬)

降水量 衡ω

新積雪 (m)

205

188

205

”
　
“

０

　

る 245 267

270

142

260

270

61

100

2'0

0,

60

219

2 積 雪 (m)

降水量 衡ω

新積雪 (m)

11.0

06

1lЮ

５。
　

』
　

１
．
０

05 60β

500

149

60fl

珈一
“

卸

603

50

90

280

02

120

160 1,0

50

120 80

72

積 雪(m)

降水量(赫 )

新積雪 (m)

２。

．

却

知
　
印
　
帥

■
　
０７

　
詢

“

　
“

　

卵

2写

1.C

l,C

70

110

,o 40

34

ｍ
・　
“

　

ｍ

4d 1 積 雪 (m)

降水量 ("い

新積雪 (mヽ

02 η
５。

．

積 雪 (mヽ

降水量 Gめ

新積雪

“

ハ

・
０

　

′

　

０

叩
　
　
　
ｏ０

65o

285

46p

る67

250

683

1 0fl

570

7 “

　
８。
　
”1

600

141

570

02

90

540

26D

550

05

100

40p

1 積 雪 (m)

降水量 衡い

新精雪 (m)

640

10

叩
　
“

560

02

500 51.0 610 580 52p

196

57o

65

160

690

“
　
印

71.0

25

50

670

79

1411

“
　
口

　

∽

積 雪 (m)

降水量 (蒜)

新積雪 (m)

95 Cl

16

9員ρ

01

10

”

　

０ｌ
　

ｍ

870

01

860

19`

101.0

01

12C

92p

型

960

164

40

270

86

270

1100

2El

123

14o0

100

260

動一
物一
卸一

490

80

80

560

106

1,0

ζ 積 雪 (御 )

降水量衡の

新積雪

“

ω

940

01

9Q0

%

却
　
０５
　
印

880

04

850

02

8 820

'6

80Cl 780

129

700 750

172

1

200

96.0

41

80El
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中 下 月

計

月

平

均26 291 60

160 綱
　
″

駆

291 o17

２。
．
　

２

　

２３

40

60

１
．
０
　

％

　
７０

“
　

４９
　

ｍ

１
．
０
　

％
　
８０

60 無

　
釈
　
引

162

102

'5

321 84

２。

．

却

170

”

　
”
　

詢

21.0

6■0

50

62

248〔

1801

126[

“

　

∽
　
％

第

２
．
四
一

加
・

１
．
０

　

５５ 60

如

　
％

　
１
・
０ 150

42β

157〔

1621

110f

創

　
０１
　
毀

60 1'

碑
　
狙

２。
．　
帥

　

却

1■ 0

70

170

０

　

８

知
一
〇５

加
一

３

　

８ 18` 402

Ｉ

　

Ｗ

51.〔

268〔

6,〔

ぉ
　

２５

　

“

4年 観
　
颯

４

　

∝

　

Ｚ
、

7 “

　

憫

　

“

50£ 45p ０。

　

眺

　

８。

７５。
蜘
一
瑯

型

”

剛
一

1160

24

80

1020 920

∝
・

０

　

４

　

０

“
　

“

　
５。

∽
　
爛

280

601.8

3820

”
　

“

　

”

１
・
Ｅ

　

”

　

斑

印
　
５．
　
和

∽

　

‐
・
８

　

８５

760 凹
　
罐

０

　

０

４。
　

ｍ
　

細

Ⅷ
一　
”
　
％

鉤
　
∽

０

　

８

　

０

“

　

０１

860 2238

124

17,

２

　

騨

　

‐
・
２

11`〔 111.C 05ρ

51

憎
　
“

”
　
“

５。
　

“
　

ｍ

∽

　

閲

　

鶴

０

　

１

　

０

”

　
％
　

如

１
．
０

　

“

　

８。

105[

01

8〔

，

　

　

１

　

　

１

1062

82

112

″
　
ｍ

ｍ

　

Ｏ．
　

４。

”
　
“

和
　
“

”
　

レ
　

知

770 720 Ю

　

‘

7411

215

20p

640 540 ０

　

９ 1761

90〔

”

　

田

　
“
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表 -5 最寄 りの観測所にかける観測値 ― 17)

観
測
所
番
号

上

2 る 6 7

4.

（
入

善

町

上

原

農

協

）

積 雪(m)

降′熾融(爾)

新積雪 (m)

る80 250 12.0

積 雪(釧 )

降水量 (m)

新薦雪 (磁 )

21.0 6.0 21.0 ４
．

０

　

４
．

０

一

40

11.0

1 積 雪 (m)

降水量 (爾)

新積雪 (磁 )

15.0 41o

16o

160

60 ζ2.0 32.0

2.0

る.0

100

四
　
如

2 積 雪 (m)

降水量 (爾)

新積雪 (m)

260

21.0

160

2,0

50

７

　

■

ス
¨
　

２
．

160

精 雪 (銅ヽ

降水量 (爾)

新稿雪 (m)

50

100

60

60

60 170

40

４

　

４

　

２
．

２

　

８

　

６

5_0 ζ

　

ｌ
．

積 雪 (釧 )

降水量 (m)

新積雪 (翻 )

240 240 270 170 36.0

積 雪 (磁

降水量 (爾

新積雪 (御

49o

15o

15.0

46.0

250

140

61.0

80

150

370

280

る70

160

200

170

100

270

1.0

4.0

250

1 精 雪 (磁

降水量 (鰤

新積雪 (“

100

，

　

２

20

80

12.0

12.0

110

70

170

110

160

280

160

,o

25o

60

160

８
．
　

８
．
　

２

積 雪 (磁)

降水量 (赫)

ATrt雪 (m)

5o0

70

7o

560 560 410

70

4o0

20

65o

150

60

660

260

180

500

4.0

3_0

45.0

32.0

65.0

80.0

4o.o

40.0

90.0

15o

160

900

11.o

5.0

積 雪 (a72)

降水量 (m)

新積雪 (m)

500

6.0

200 15.0 120 100

ろ0 65.0 2,0 180

40

40

160

18.0

180

12.0

12D

１
．
　

６

　

５
．

24.0
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中 下 月

計

月

平

均

530 160 270 2,0 15.0 200 21.0 660 610 獅
　
“一

590p

60

186

印

る60 24.0 140 190 170 660 160

60

6_0

140

103

2810

70

66

16`

65

1,0 220 100 260 400 170

100

100

60

80

150

46JD

2950

610

58

164

62

120 15o 26.0 100 4oo

6.0

‘

　

，

　

７

100

70

970

246o

580

103

122

86

■

　

５
． 20.0 52_0

280

186p

260

“
　

“
　
フ

160 500 650 650 180
『
　
‐・０一

10

,0 ,0 160 62_0 670

1.0

4670

1.0

1.0

2Qβ

10

1.0

15.0 600

5.0

50

150

10

340

10

‐
・
０
　

知

40

190

4_0

4oo

400

,0

4o,o

０
．
　

こ

　

∩
い

580

100

50

48.0 46o 240

61 0

20

ａ

　

Ｄ

　

２
．

０

　

０
．

5010

5080

1880

193

221

146

280

12_0

50

２
．
　

３

　

″，

250

90

1,0

5,0

70

50

660

60

2.0

600 25o

,0

Ｓ

　

■

120

600

80

200

60

60

260

120

100

660

26.0

25_0

45.0

150

100

５

　

３

　

５
．

560

50

50

55_0 7220

2740

1650

278

105

8β

850

5.0

600 55.0 480 4oo

80

65_o

5.0

300 ０

　

０

　

３

160

50

22.0

15.0

200

ａ

　

６

　

５
．

660

170

150

450 1.645p

26'0

1950

408

155

1こ9

120

６

　

５
．
　

■

120 1,0

1.0

16.0

1660

2240

440

16.8

11、8

6ぶ
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表 -5 最寄 りの観測所における観測値 ― 18)

観
測
所
番
号

上

2 6 7 8 14

（
富

山

県

農

試

魚

津

果

樹

分

場

）

1 積 雪 (印 ｀

降水量 (爾 )

新精雪 (m)

600 190 260

2 精 雪 (鍬 )

降水量 (m)

新積雪 (m)

6.0

160 160 140 160

1 積 雪 (m)

降水量 (m)

新積雪 (鍬 )

22.0 る4、 0

100

100

20

６

　

２
．

66.0 190 630

5.0

5.0

240

15.0

1,0

60

50

170

1_0

100

2 積 雪 (m)

降水量 (m)

新積雪 (m)

150

6.0

６

　

３

　

２
．

250

11.0

11.0

62.0

3.0

10[

4[

8〔

160

100

150

15_0 4.0

100

1.0

120

6 積 雪 (mヽ

降水量 (alnり

新積雪 (m)

210

10.0

山一
‐．０
‐．０

0

４

　

５

精 雪 (鍬 )

降水量 (m)

新積雪 rm)

1,0 220 62.0 1 12.0

積 雪 (m)

降水量 (m)

新積雪 (m)

41.0

160

16.0

46.o

600

40o

20 380

1

200

6,0

500

40.o

230

70

640

120

200

20.0

10

210 200

600

1.0

15_0 100

1.0

1 積 雪 (銅 )

降水量 (ala)

新積雪 (m)

170 15.0 130 12.C 100

5.0

1.0

5_0

12.0

30

150

80

100

200

70

10.0

220

140

■0

190

40

70

200

100

60

2 積 雪 (m)

降水量 (alm)

新積雪(m)

670

60

,0

`60
10

1.0

650 600 28.0

20.「 l

40

640 ８

　

５

　

５

650

2'0

170

40.0

200

1,0

660

610

170

750

60

50

700

2`0

10_0

750

6 積 雪 (m)

降水量 (鰤 )

新積雪(m)

60.0 150

10

70

40

60

450 22.0 ６

　

３

30

15.0

18.0

20.0

170

20.0

７

　

８

　

０
．

270

-34-



中 下 月

計

月

平

均15

64.0 100 110 180 52_0 20 100

60

50

150 51.0 240 ;4.0

30

61〕

6200

60

6_0

16.0

60

16.〔 22.0 260 5'0 240

6.0

60

50

60

22511

m

60

:0.7

60

7 50

180

10

250 260 43o

50

60

25.0

2_0

1.0

180

10

960

6420

420

64

166

56

200 270 15C

l〔

100 ９

　

５
．

９

　

６

7,0

2510

580

61

12.2

58

21.0

5.0

５

　

４

　

１
．

9o

2.0

20

100

80

1            6      8          0

640

1470

543

＆

　

７

　

‘

100 260 580 260

20

220 650

50

ｍ
一　
句 110 州

|

620

70

3850

70

‘

　

８

　

６

60

120

20

る
'0

150

17r」

2_0

11.0

2'0

10

３

　

１
．

10

620

25.0

26.0

46.0

51.0

480

80

8.0

480

2 Cl

10

450 660 250

■10

80

2'0

80

100

250

16.0

100

260

190

5910

5160

2070

219

224

122

180

,0

150

240

250

580

170

15.0

4oo

50

50

450 660

80

190

`0

６

　

５
．
　

０

270

170

200

650

150

170

460

80

110

０

　

４
，
　

ａ

Z150

80

100

Ⅷ一　５．Ｏ　
ｍ

45.0

20

20

420 7560

2240

18,0

24.4

'7

'5
650

50

4o.o 5,0 34.0 280

8.0

250

70

230 200

45.0

60

10.0

40

20

120

140

80

170

16.0

20.0

65.0

50

70

る5o

140

25.0

Z15.0 1,0760

277o

1550

684

14.6

97

100

11.0 240 110 11.0

5.0

120

80

8.0

1,0

5.0

５
．
　

， ,0

2040

2520

690

128

12.0

,9
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表 -5 最寄 りの観測所における観測値 ― (91

観
測
所
番
号

上

2 ろ 4 5 7 8

６

（

黒

四

ダ

ム

）

積 雪 (m)

降水量 (m

新積雪 (m)

68

■o

■

　

６ 50

12 積 雪 (m)

降水量 (m)

新積雪 (m)

1900

11,0

165111

2250

1.0

6o

2020 1840 1700 1600

,0

1500

100

20

Ｉ

　

４

　

２

1660

10

1270 1260 1220

280

550

1530

5.0

60

“

　

夜

　

駐

4 1 積 雪 〔
“

)

降水量 (om)

新積雪 (m)

1860

18111

1011

1720

620

460

知
　
１
・
０
　

”

1900

50

1■0

191.0 1860 184]

210

7r」

％

　

馳

　

ｔ

1890 雛

　

薫

　

“

216Ю

28[

59C

2430

20

50

2660 222〔

2 積 雪 (m)

降水薇 (鰤)

新積雪 (m)

22'0

6.0

200

2420 2る 00 2270 22&C

40

2110

21.ロ

620

2 35o 251.0

20

100

2640 2280

10

70

2600 226〔

２
・

225fl

0

260

う 積 雪 (m)

降水量 (m)

新積雪 (酬)

24oo

80

2440

20

2440

60

80

３

　

１
．
　

１
．

2850 2750

650

610

6150

10

295( 290〔 2800

40

70

2880

120

60[

6020

20

20

積 雪 (m)

降 水 量 (ala)

新積雪 (m)

43 4p ０

　

０

殉
　
知

１
．
０

　

２。

　

ｍ

積 雪 〔m)

降水量 (m)

新積雪 (m)

175o 1680 1660

2,0

4o o

1820

21.0

460

2020

50

196〔

17〔

27〔

2050

470

700

241c

17C

る4〔

切

錮

５。

242E 塑
　
珈
一　
痢

268〔 225f

4〔

9c

a 1 積 雪 ("

降水量 (mll

新積雪 (鍬

3100 2960 2850 ,75〔 270fl

50

17o

272〔 2680 262〔

21.〔

52f

2950

10

6o

４

　

π

　

“

2860 2690

5Ю

2700

4]

90

2700

20

7o

精 雪 (m)

降水量 姉齢

新積雪 (m)

608fl 2960

1.0

20

2910

170

24.0

607〔 2953

110

26C

61011

42〔

102〔

る7,0

160

660

る86』

70

10』

孤

　

Ⅸ

　

駐

6

4oЮ

3800

220

50

575111

積 雪 (m)

降水量 (続)

新積雪 (磁 )

6220

10 20

6150

60

60

2ρ

2900

60

60

1

120

ｍ
　
”

6070 3
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中 下 月

計

月

平

均17 22

700 290 卸
　
１
・
０

ｍ

　

２。

　

御

650 駁
　
次
　
鎌

緊

敗

剛
一

1120 ｍ
　
加
　
知

Ｏ

　

β

　

ｎ

1580

20

60

価

珈・
御

仰
知
卿

８

　

，ノ

　

９

1470 1690 1650 12'C

l.〔

2[

1270 126〔

8〔

21〔

1420

10

100

145〔 1670

160

26Ю

148〔

2在

1て抵

156[ 1460

20

80

1470 ０

　

　

０

1650

420

790

,0

200

1960

■0

47160

2930

2765

1521

154

184

212ρ 2040

250

2060

260

660

2220

150

600

265〔 2270 2161 2120 205〔

5〔

191〔

2〔

9[

196D

,0

14111

2070

1.0

70

2060

100

200

2170

190

700

2560

lo

10

26'0 6,425p

2470

6910

石
　

錮
　
卸

241.o 2610 相
　
知

　

１
・
０

221C

6〔

21 6Cl

10

40

214〔

4〔

60〔

2570 2ろ 0(

7(

8〔

“

　

“

　

“

獅
鉤
銀一

蜘一　　　５。

2520 6,015〔

96{

256〔

2148

62

151

2940 2910 2850

2〔

7C

2820

60

160

2860 276o

20

8D

275〔 2650

10

1.0

282C

6〔

,〔

2860 2800

120

10

275〔

46〔

獅　
曜一

2500 8,5480

298Ю

6100

ヮ

　
７５
　

“

“

　

“

260

Z150

1040

観
切
一
卸

176〔

41

12〔

1570

203

520

168〔

6(

6〔

1561

41

5(

184.〔 1710

26』

460

ｍ一
旬
卸

176_( 1570

1,0

650

1,9910

23511

4650

1244

11.2

310

2180

50

150

０

　

０

　

０

268〔

1〔

2(

８。

　

ｍ

　

樋

2850

10

40

252〔 旺

　

“

　

∝

１
・
‥
　

４

　
α

270〔

ろ6〔

70〔

608(

6〔

12〔

（
―
酬
―
―
―
―
―
―
月
「

３
　
　
　
　
　
７

2640 ０

　

０

　

３

600〔

10(

201

ろ000

100

220

z4560

4250

755』

2■05

185

605

2800

60

160

2321

2(

8{

∞
　
”

　

３０

2800

120

2'0

2960
劉
劉一
剛

615〔

7〔

12〔

300〔

5〔

16〔

6061

1{

5(

2970

6』

296C

240

4,o

2ヽ5[

15〔

る0〔

666( る200 6140 20060

15411

6653

2904

86

186

刀
　

ｍ
　
”

6700 5420 6670

50

6280

10

6200 618〔

16〔

16(

;26〔

5〔

8〔

520〔

5〔

8〔

ｉ
　

ａ
　
致

る640

10

20

62'0

1.0

60

ろ60〔 265011

192〔

699〔

5るこ9

1017

265

２。
　

ｍ

　
ｍ

2923

1.0

20

23_0

1 4fl

40o

6220

10 1

6650

80

,0

625o

50

2p

3200

50

,622p

2040

245o

6104

lo7

128
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表 -6 埋 雪 木 本 数

季調査

訪日
が

．

ヽ

ぃ

2  22
5  12

1冬季 目 (昭 45～ 46年 :昭 46年 3月 22日 )

5  27
5   51

1  19
2冬季 日 (昭 46～ 47年 :昭 47年 6月 15日 )

6  51

1ヽ

li

い
数

A.1 
ィ

B`% C. cont. A.レ
ィ

B°

ニレイ
C. 

。。nt

＝

―‐

Ｉ

Ｔ
〕

1瓦
|

|番キ
号 キ

α区 1 0 0* 1 0 0* 1 0 04 1 0 0a 1 0 0^ 1 0 0^

み区 70 69

ε 区 100 1 0 0 1 0 0 1 0 0

α区 綺 椰
此 0+,9 ‰

判 8
袋 D邦 批

判

“
比 0÷

れ

う 区 比 説
比

判 2 ‰ 識
光

判

' 靴́
罰 ′ //穫亀

〒19

σ区
綺

判 ′
比 ・

′ 比 書 靴 ■2.6
47醤

話
.2.6

1

‐姻
―
「
―

回
目

l・」
目

9斜 94者 ) 8′ 8`'省 ) 9が ィ9“。)

木   %
49(4,o)

?i q'
5s(55.0) 6表 64`)

99(99o) 94(94:0) loo(100o) 56(560) 55(55.0) 67(670)

二
回
目

9,(9,o) 99(9,o) (98.0) 6 ( ( (20)

‐‐
‐　
区

一
回
目 `9(70.0)

56(81.2) (86.7) 64(486) 27(3'1) 31(alく )

一回
目

69(557) 42(609う 67(896) 28(aO.0) 6o(465) 22(296)

二
回
目

67(52.9) 57(566) 59 (787) 8(114) 7(101) lo(166)

駆

一
口
踵

卜
疇

曜

腫

旧

67(670) 56( 360) 16(217) 1 3(16.o) 16(16.2) 3 (50)

48(480) 32(520) 16 (21.7) 58(630) 26(25_0) 14(23_0)

2 (2_o) 5 (6.0) 6(100)

― ろ8-



1 16
6冬季 目 (昭 47～ 48年 :昭 48年 3月 19日 )

4   5

1  16
4冬 季 目 (昭 48～ 49年 :昭 49年 2月 18日 )

4 2.5 試

験

地

設

置

場

所

B。

1/f
C. cont. Bり/f Co cont.

1004 100'F 1 00r+' 100/t 1004 *
1004

7 0 69 75 7 o 69 75

100 1 0 0 60 1 0 0 100 6 0

6004

る
■38

2945

馬
÷
`7 靴 →7

瑞

÷ 綬

雖 0÷
1・ 1

62'鶴÷.1

堵
÷

“
硫 諷こ光 議8

4012

く 、
十 ■5

676.2

石 0÷
■2

綺

÷ 悩

北
■ 62

北
÷
`4 ユプ堵τ

÷
`8 鐵

+鶴
冷

÷ 協

雖 0"

本    る
36`660)

本   %
58(58.0)

％
の，

本
∝

本
６‐

%
(610)

％
い

本
鋼

本
７ (87省 )

上

新

り||

郡

大

山

町

原

県

有

林

内

24(240) 26(260) 24(24.0) loo(loo.o) 92(92.0) loo(loo.o)

15(150) 14(140) 15(150) 16(160) 16(160) (200)

57(529) 29(420) 26(607) 46(61.4) 51(769) 58(775)

2(29) 1 (14) 1 (1.6) 70(1000) 66(957) 69(920)

る (43) 1 (14) 6 (05) 0 0

18(18.0) 16(160) 7(11.7) 67 (6'0) 48(430) 1, (317)

11(1lo) 3 (6.o) 2 (6.6) 6  (60) 1 (lo) 1  (17)

2 (2.0) 1 (1.o) 0

-59-



1冬季 目 (昭 46～ 47年 :昭 47/・E:月
ら,日

)

5  31

2冬季 日 (昭 47～ 48年 :昭 48年
1月 17日

)

5  31

ゝ 療
A.% B`% C.cont. A.ノ1/f B。

%
Co cont

癸

べ

1

の 75本 75本 67 本 76本 75 本 67 本

ら, 70 70 7 0 7 0 70 7 0

60 55 60 60 55 6 0

う● 1 0 0 100 1 0 0 100 100 100

2(1)

哩
均

÷ %
場

÷ リ 既 詢
堵

担 5 批 判ロ比 瓢
“

う● リケ・% 6469
_巧

÷ 76
64第

・
76

4667

る
■136 批 報

批

判

"

姫 比 詢
鰍

÷ 卸
2117

名 ・
10

2770

名
÷ 65

fif:毛
÷̀

ラ

281_5

名
÷ ζ5

み貶
比 ・

“

316.6

名
■ ■4

光
÷ ″

6965
/80÷

 5〔
地

÷ m

一
回
日

oa( o )%
A..*0 ( 0) 0本(0/ 々

'6″
25・C365ク , fl t.a>'

二
回
日

0 (o) 0 (o) o (0)

三
回
日

0 (r」 ) 0 (0) o (o)

駆

一
回
日

0 (o) 0(o) o (o) 1(14) 4(5_7) 5(71)

二
回
日

0 (o) 0 (0) 0  (0)

三

回

日

0 (3) o (0) o (o)

一
回
目

150) 24(436) 10(167) o (o) o(o) 1(17)

一回
日

二
回
日

り区

匿
旧
隅
旧

o (o) o (o) 2(20) 0 (0) 0 (o) 0 (0)

匡
階

-4o―



5冬季日 (昭 48～ 49年 :昭 49年

:月 絶
}亀

試

験

地

設

置

場

所

A.1で B。 1考 C. cont.

76本 75本 67メ

55

100 100 1 0 o

ニユ♀請十" 蠍
÷ る

÷ 61 端 罰

北
÷

" 瑞 轟
靴

十 四

端
÷

"

452.6

妬
÷ 28

47`8

葛
÷ 30

zf<*.7f zf,ts+tf za^( al.a)n 中
新
川
郡
立
山
町
吉
峰
富
山
県
林
試
構
内

32 (43.8) 28 (375) 6o (44.8)

42(575) 56(74.7) 51(761)

16 (186) 16 (22.9) 12(171)

20 (23.6) 18 (2・ 5,7) 21 (30.0)

28 (40.0) 25 (32.9ヽ 25(65,7)

6o(loo.o) 55(100.o) 60(100o)
上
新
川
郡
大
山
町
中
地
山
有
林
内

5  (5.0) 1  (1.0) 14 (14.0)

-41-



必 1冬季 目 (昭 47～ 48年 :昭 48年
!月 ::日

) 2冬季 目 (昭 48～ 49年 : 昭49年 1月 13日 )
4   6

試

験

地

設

置

場

所

理‐
ヽ
１
、
ヽ
い
い 汎

A.´

ン

Lレf C`
●ont.

ALlィ B。

ぉ

C. eont.

号

α区
本 本

25
木

る 1

本 本

2 5
本

う区 76

θ 区

α:ス

比
÷

“

2536
/嬌 幸42

銑 ・
“

381考

ぉ

―
‐32

比
÷ 引

比
÷
"

|ら 区

lσ 区

此 ・
騨

鶏
÷

" 既
号

“
端

÷ p
此

÷ 如
端 ・

“

ダユ[」÷7ア
44硫

÷ 74
451:Ъ

÷ 77
端

÷″
北

÷49
牝

÷

"

嫁
一
回
目

本  %
1(2_9) 0  (0) 査る.r) 4李 11あ 0本 (0チ 0本 (0, 下

新

りIl

郡

宇

奈

月

町

明

日

民

有

林

内

二
回
目

0  (o) 0 2(65) 6(171) 4(16o) 0(2'0)

三
ロ
ロ

5(145) 3( 12.o) 6(19`)

みラ

`

一
回
目

4(4.8) 2(26)
`(68)

2 (24) 1 (1.3) o  (o)

二
回
瞳

1(12) 1(16う o (o) 6(71) 2 (2.6) 6(75)

三
回
目

2(2.4) (15) 5 (6.6)

θD【
一
口
目

0 o  (o) 1(17｀ 1 (12) 1(2.9) 0   (0)

二
回
目

o (o) 0  (o) o (0) 6(70) 1 (2.9) 0   (o)

三
回
目

1 (12) 1(29) 0   (o)

-42-
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表 -7 雪 害 木 本 数 ― (1)

燿
旧
酬
覇
錮

判
処 理 時  (昭 45年

:月 ま
121ま 2:日

) 1冬季 目 (昭 45～ 46年 :曜 6年 13月 雀 日) 2冬季 目 昭 46-t+.iw4 年 9月
21.::日

) 6冬季目 (昭 7-48+:w48年1:月 電23ば 4冬季 日 (昭 48～ 49年 :昭 49年 4月 ::日 )

試

験

地

設

置

場

所

A.1ィ B.拷 c..ont. A.% B.1ィ C.cont. A.1/f B:レ
f

C. con t. AL二′毛r B・ レィ
Cocont. A.三レf B°

ノルイf C. eont.

α区 100t' 1004 1004\ 100ヘ 100+ 100;tr , ^^;|.I UU 00ハ 100ハ 100琢 1004 1004 00本 100△ 1o0a

わ 区 70 5 7 0

ι 区 1  0 0 100 1 0 0 ,00 100 0 0 1 0 0 100 1 0 0 100

α区 1公ヤ目日と1司 じ 1冬季目と同じ 1冬季目と同じ
場

÷ 鴫
既

÷

"

1968
バ 、

+03
端

÷

“
端 瓢̀ ff::Ъキ悩

6oO.4

石
幸38 端 掏 2926

~ 80キ 6‐ 7
6474
″

`蒟
0÷

12
端 ・

11 二′考:七・11

み区
2952
妬

十■2
場

÷ 綬
蠍

瓢 2
靴

判 ,
靴

キ17
瑞

÷
" 端

÷

“
端

キ

“
乳 ‐3

端
判

` 端
÷ υ 夕牝キ■4

ε区
嶋

÷″
蠍

罰 ′ `419
4、

十■8
端

÷% キ中／「 乳
÷ 器 端 識

端
+64

瑞
キ
`8 端て判f

端 ・
3

瑞
÷20

1 A紺ゝ根語 総 根1盃幹否 欄0鉾′ iRldf#1d 碑衡総 IR4議鋼
`

榔jθ凄54 欄0覇 F 欄58輛 全 蔽 奮 In4語幹勇務歪相甜幹α 暢鼈 器 鶴 6法

B喘中0 麒 枝傭
.E A

#1f{r I fH7 幹1枝15燿 輛 枷 編 枝

“

爵 枝6不 H甜 枝 1 榔 輛 根 4 0

上

新

りll

郡

大

山

町

原

県

有

林

内

1寺 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n

脚 0 0 0 3 0 0 0 0 0 技 1

'区

“

詢ウ 根70幹 8 根69 根75幹15 衡 0韓 1 榔 4耗 ろ 根75幹24 オ艮68幸肖0 根67124枝 3 榔 8鞄 2 根
"幹

61 i艮 69草拿42 根72幹37 鸞早智牙9

異π∫軽672
鮮格中21

) 幹69

爾 幹2枝11柏 2 枝16 枝2槍1 枝4柏2 枝 2 0 IR4 枝 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 C 0 0 0 0 0

ο区

根卸0幹 22 根100幹10 榔 0輛 1 根
"幹

65 iRee#28 榔 0朝 6 根96幹28 オ艮85卸 4 根51帯 根97幹49枝 1本 限86幹20都 脚 8中肖 2
根。4(軽 26中 15
大55)単由66

穂 1(軽子0中 14
■rИ 7｀    古全民ワ

漁45CE21中 6

た18)幹 22

枝4槍10 枝1槍2 枝4槍1 根2幹1枝1梢 6 像 精2 0 根11申 櫛t 枝1槍1 都υホ貸2 檬幹1梢 16 0 綱 根1幹3 槍 5 輛   檎1 0

幹 1 0 0 0 0 0 幹 1 0 0 0 根 1 枷

0 榔 枝 1 0 0 0 0 0 根 2 欄

計

α ば

A101B25 cll
(101の (2輸 (10
陣 8幹5枝17槍フ

A102324
(1レの(2の
根lα幹 数 1フ獅

A107B19
(107の (1,0
榔 ∝幹31Ml梢

Al10 319
(11酵)(19・●

欄 oonl欄 辮

Al14 B5
(114の (5の

根哨詢 6使1梢ぞ

Al14 B4
(114)(4の
相 帥 教 珀

A105Bろ
(lm (効
根1∞幹5枝5

Al■ B6
(11`)(初の
機 鱒 15技1槍

Al16 Bl
(116の (1り
碑 00幹16櫛

A12632
(12郡)(%)
根99幹26

A157(157%)

相 00幹56櫛

A136(16夕
`)脚 00部 6

A192B4
(19多)(“)

根100幹96

A192 Dl
(192の (1の
相 00幹,2枝 1

A200(2000

榔 00輔 00

わ区
A78  315
(111%)(210
長7α冷10X4賀育2

A69(100%)

根69

A90316
(1200(24輸
根75幹15枝16

A91 36
(lЮの(40
根刀幹2枝舛含1

A97 B6
(14の

“

輸
秘 特 5数齢 :

A99 B2
(1″%)(6の
根75草令241支2

A78(111の

根68幹 10

A9`Bl(10
(16り
本郎 オ2破す育1

A90 Bl
(1200(1の
IIl168幹 22枝1

A100(146%)

根69幹61

Alll(161の

根69幹42

A10,(14拗

根72幹67

A140(200%)

根70 車拿70

A168(20〔

“

)

榔 9鄭 9

A144(1920

1艮75 秘 ,

θ区

A122B14Cl
(12つ (140(1の
関 00織数 硝 領

Al10 B6
(1loOrる の
根lCD幹10由梢2

A71B5
(1lm(総
根

“

孵‖枝硝

A154B10D5
(1拗 (lmm
脚 田幹36■1槍こ

A127B4Dl
(12の (磁)(1“

穂 9彬餓 硝 :

A76(122%)

根60韓 3

A124B15
(124の (1∽
根97幹29槍 1ろ

A9`B2Cl
(99rp(2の (10

根8中 〔厳 1梢1

A56B4
(9郵)(%)
根51幹動 2

A147B16
(147%)(1郡 )

オ彫,1寵D技1柏 1〔

A107(1070

樋 6穆0柏 ′

A60 B4
(l oo¢)(74)
根48嘱■2精 4

A160B9CtD2
0ωり("(1の α
跡 69槍5

A145B2Cl Dl
(1450(2州 魚夕知脅
根96幹55槍 1

A67(11勅

ガ145 車拿22

計

、601B52C2
111つ (1"D(10

1268幹66枝52
キ19

A281 B27
(lmり (1影)

i艮269軸 2た支1〔

詢肖。

A268B4o
(1140(17り

J民25囀 54に支61
詢肖8

‐

５ ‐

塑

１ ８

，

―¨̈一枷

A658B15 Dl
(1%鳴 )“り(■

根262幹7た如
詢肯7

A286 B6
(120(の
なミ265車拿51榔
櫛

A607 B18
(1140(7り
月民265幹44た支6
秤艶6

A6『 B6Cl
(110(2つ (― )

縁 ヨ幹54枝5

槍6

A259B6
(1lo多)(2つ
サ1艮219車拿4oた支4

槍2

A370 315
(167%)(“の

11267中 0107え支1

群講0

A675(16%0

根252韓 18ちヒ

734

A305 B4
(16α

`)(2の根220章争85

槍4

A492 B13
(18%)(協》
Cl  D2
(→  (10
檬 68専拿25哺5

A473B2Cl D2
(176049X→ (1輸

根262幹214枝1

41m

A411(17勃

檬 20幹191

- 45 -



表 -7 雪 害 木 本 数 ― 13)

年 1明241719日 ) 2冬季 目 (昭
`7～

48年 1昭 48年 13月 lZ.13日 ) 3冬季 目 (昭 48～ 49年 :昭 49年
1月 1:日 )

試

験

地

設

置

場

所

C, cont. A.姥 B.% Co cont A.1ィ B.% C. cont

67本 77。 本 75木 67本 75木 75本 67本

70

55

100 1 0 0 100 1 0 0 100 100 1 0 0

場
キ 騨

乳
÷れも

鶏
詢 ′ 批 判

“ 靴 ・ " 靴
÷ 劉

鶏
÷ %

摯
÷ 76 `567

才 32・
166 1%÷ “̀ 場

÷

“

ρ _‰ ÷

" 端
÷

“

:‰ ÷ 62

″場
÷
" 端 0÷ T 為

÷ 6.7 f鴫÷ 6.5
端

÷ 11
端

÷ 11 ffll応 キ1・ 1

1́1::τ 中1・ 4 理 6÷
″ 端 ÷恥 4019

-~80 
÷  50

端 ・
杯

端
÷

“
端

÷

“

秘 酬薄郷鉢 椰 ,絆味 憮 力 榔 鉢輔 バ 無本 ) 樺 然記赤 無 1本 融 Z沖 24t` 卜[盪
`33:畔

J「乙日卜17 嘉

雑

工蒔

士曾

寡

種

内
．

枷 本 槍1本    0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 3 0 0 0

根69幹64 村152車拿6撫 7) 根
"  (無

1カ 根

“

幹3無 21) 脚 鰹 6紳1吠6)格 IM6`軽37中 2大3) 榔 翻 静 1蜘湘

0 0 0 0 0 櫛

幹 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0

根59幹% 根5策鋼 0 オ郎
`喘

卜1。 オ艮59中 6 根60(大 60)幹 60 根
“
け

“

)幹55 本160 (大 60)幹60
上

新

川

郡

山

町

中

地

山

町

有

林

内

榔 0 0 0 0 オ艮1 オ殿

0 0 0 0

0 0 0 0

泄ヨ00ミヽ 1 根98幹61 硬鴻幹60様 槍゙1 根98幹22 榔 ∞Q卸中脚 榊 欄∞(曽い蜘 滞
"l欄

Oα離紳錬 學

0 槍 2 0 0

rl 0 0

0 0 0 0 0 0

鰹盟解 鼈
鮨)? A69(92の銀②(磁

根β 幹1

A44(6め 憮 1夢
榔 2彬  (1め ②韓

Ａ６７撻 師穆
Ａ５‐酔

A46(6S移 )

根 44幹 2

A106(147"Cl(10
秘 9編 5

A58(8聯分憔め (10

根 52幹6 翻
渤 7卿 A46(6μ)(無 21:

枷 5幹3 (50の
A67(9`)
根

“

幹6

A66(94の
根 66

A58(8郡)Bl(11%)
根57幹1  槍1

A8X167%)Bl(密
綿ら9」金,ζ 粒1

A69(115り
根59幹 10

A76(165り
根54幹 19

A72(12α
`)湘159覇肖6

A120(20〔%)
根60幹60

All∝知 031("
根56幹55

A120C知の B2(勁
ll■ ″ 幹 60

A141(141り
肝]loo幹 41

Alπ 120 B∠勅
糠98幹る1     精 1

A150(160の
根%幹50枝1 梢

A120(120り
根98幹22

A14o(140の
椰 oO蠣4o

の
い物

２０

００
Ａ‐
脚 勅

５０
０
幹

５０

００
Ａ‐
榔

Al田(14"の Bg2の
根124幹56糎 鮒をけ軍

(r A142(1の 甕護Xl∽

根122幹 20 斜了留5(誉;赫
A187(141翰
根125幹62

A164(1240 Bl(1の
根105幹57

Alご lЫ tt B2(20
根106幹 62

A2“(1“O Cl(1の
根 169幹 76

A187Cl10の Bが 1の

榔 50幹67  槍 : 恵::盤解♂零斜警墨2讐鍬A207(122の
榔 61幹6

A186 (10#)
+Rr 66 f+20

AなX1220 Bl(1の
根157幹51 11nl

鳥鮒 腋
)

組:撼ン(叩 懸勉。野踊 翻 観管:赫
A394(130%)
根286幹 108

A34Cllの B4(― )

根 271幹″
A67412の B5(10
根 2“ 幹116  梢 1

-45-

N

嘲

H
/
D

覺
処   理 時 (昭 47年 2月  1 6:日 )

7  19 , 20
1冬 季 目

A。  1

イ
L場´ C。

cOn t
A.  1/

α区 65 木 25 本 61 本 65 本

う 区

0区 59

α 区 1‐ 日と同じ 14脅菫目と同じ 1公ヤ舜目と1司 じ
2623
/60 ÷ 4.4

ι 区

鶏
÷

“

ε 区
・

批
÷ ″

6

I

κ曲ワ 榔 味 幹1本欄 琳 他 味 中 藤 榔 囃 鉢 根引本中 本

B(ツ申に) 0 0 0 0

C(割D 0 0 0

D(場け) 0 0 0

み 区

一　

枢

A(曲り)

B(折力し)

C(皇瓢れ)

Dr齢 )

根引 幹18 根75幹22 榔 01124 根70幹る (無 14)

槍 0 0

0 0

0 0 0

A(曲り) 根%幹22 根弘 車眸16 棒59車鋼4   寄争 l■69れ  (無17)

B(ツれ ) 抑 0 0

CO報に) 0 0 0

I)(1メ尋|卜) 0 0 0

/1ヽ

計

α  区
A48(167%)
榔 5坤

“

2  槍1

A35(140の
根 25幹 lo

A38(12拗
根 30幹 8

A65(100%)
根

“

尋01

う   o二
A99(113の Bl(1%)
根81韓 8‐  欄

A97(128の
根 75幹 22

A104(16の
なミ80幸

'24
漁;:撃r腎場

ο  区
Alor1260Bl(1の
樋 6 rF22    1筐1

A47(168の
根 64幹 16

A74(12勃
根 5'幹14柏 1 農:;彗′物隊

計

A255  B2(1%)
(124り   槍2

根2o2幹52欄

A179(165の

胸 64幹 45

A216(127の

な1169中拿46本印

A182(89啜)(無 31)
(1勃

根 165輸

-46-



昭 47～484費 昭48年 9月 1920日 ) 2 冬 季 目 (昭 48～
`0年

:昭 49年 4月 10日 )

試

験

地

設

置

場

所

‐／一

Ｂ C.
cont.

A.メ
嬌/

B°

ル́ f

C,
cont

25 本 31 不 65 本 25 本 31 不

59 59

二硫÷42 夕蹴÷45
端

÷ ″
端

キ

“
ilL}:Jキ 引

洗
÷ 59

此
÷

"

"蹴

÷69
鰍

キ 綱 三窯視÷
“

此
÷7`

45,[び
キ 77

比
÷ ″ f́ilを1÷

49
端

÷ 50

e2*t (ffi1*) 根■本幹バ凛滉で奨霧奔M2鉢 難寿覇霜
1味 根

“
本(嘆

孵
繁

下

新

りIl

郡

宇

奈

月

町

l月

日

民

有

林

内

0 0 9

0 0 0 0

0 0 0 0

根

“

幹2   (無い1) l■69幹5檎1(無11)
IIR84健ン9中4管

1: TR7“軽弘中②幹8 櫛0罐 5・2● 2群
4

0 本育4 0

0 0

0 0

&9締  (郎 ) 根

“

幹6 (無10 根77C26中 4考M) ift4($i1s+1e) ‖159(1番 4`卜115)

0 な艮9 0

0 0

0 0 0 l」

漁:「“
の協

A65(10夕の

未艮60専拿2
配に精

A39(111%)
根65幹4

A25(10Gゆ
本艮26申♀2

A61(10酪 )

根 31

積::撃ヂ簡1参

A75(9め ♂税|

根″ 幹5   槍1

」o∝ 16∽
滋)

根84幹25梢4

A84(111%)
根 76幹8

A84(1050
1艮 80革命4

漁:諄Ff翔
A47(釦の (無 18う

枷 1幹6 (%〕
A77(9開

PLり
根77  根9

A64(10め
た艮64

As9 (1006)

tEse

A121(90の

“

氏17
(16“

根118幹6

A155(91の (無60)

(18曖)

根140幹13槍2

A225(1lαみ)Blこ

(て線の

根
"6幹

29 1良
'槍

A146(10め

根 166幹 10

A174(1020

根166幹 4

― ■7-



表 -8健 全 性 一 (1)

番

　

号

処理時 (BE4弊
:月

1117ま 2:日
) 1年目(昭 46年

1:月 fi日 ) 2年 目 (

Aリ

ィ
′鶴

暑
C.

cOnt
A4ィ B.ン C.

cOn t.
Aブ

ィ
1 A.

B.

C

D.

鵬 織

7θ 75醐

25(25,0)

0

0

100

7・f あ

16(15.o)

0

0

100

5畿倉

25(25.0

0

0

100

6●(68喬

26(260)

6(6o)

0

100

「
０だ

19(19o

5(50

0

100

ltoz.6
2sQ,o

3 (5.01

0

100

4.6β

64(64.0)

32(520

0

100

う区

A.

B,

C.

D.

処理本数

55(75.7)

17(24_6)

0

0

70

61(88.4)

3(116)

0

0

69

72(960)

5(4.0)

0

0

75

64(91.41

6(86〕

0

0

70

66(95.71

3(4.る 1

0

0

69

74(98,7

1(1.6

0

0

75

60(8a7)

2(29ゝ

6  (8.6)

0

70

θ

A

B.

C.

D.

処理本数

4o(40.0)

46(4`0)

12(12.0)

2 (2.o)

100

54(5401

66(660〕

16(16o)

0

100

4o〔 ろ67)

1l r183)

9(150)

0

60

59(5'0)

22(220)

14(14.0)

4(4.0)

100

86(8■ 0)

11(11.o)

5(50)

0

100

54(9oじ

4 (671

2(36〕

0

60

52(52.0)

27(270)

15(15.0

2 (2.0)

100

計

A

B.

C.

D.

処理本数

168(62.2)

88(626)

12(4_4)

2 (o.7)

270

202(751)

54(201)

16(4.8)

0

26,

187(7,6)

る9(166)

9 (58)

0

265

191(7071

54(20.01

20(7a

`(1.5〕

270

224(866)

66(12_う

10(57)

0

26,

200(851

50(128

5(2.1

0

235

146(54.1)

66(266)

55(1,6)

2 (0.7)

270

-48-



昭47年 9月
21.′

:日
) 3年目(昭 48年

1:月
26′8日

) 4年 目 (昭 49年 4月
::日

) 試験地

設 置

場 所

。‐ィ
Ｂ

cOnt
C。 A.1/ Bダ

ィ ●Ont
C。 A.1/ B堵

cOnt.
C。

0(7

17(170

16(160

0

沿(70為

14(14.0〕

16(160〕

0

100

沿(743

lo(10.o)

14(14.0)

2 (20)

100

ぞ(766

12(1201

12(1201

0

100

7衡 7,3

7(70)

14(14.0)

0

loo

0

本   %
20(20.0)

64(640

16(160)

100

含 (8が

16(160)

60(600)

16(160｀

100

0

本   %
66(66o)

44(44.0)

20(200)

100

上

新

サ||

郡

大

山

町

原

県

有

林

内

59(855｀

5(■ 21

ス (4ご

0

69

65(867)

2 (27)

1(16)

0

75

60(

4

857｀

(57)

(71)

56(81.2

16(188

(l

0

69

67(3'3)

4 (56)

1(1●

0

75

0

る,(55.7)

61(446)

6(4.6)

22(61.9)

44(658)

6(80)

21(28.0)

Z18(64.0)

0

75

77(770

■ (401

4 (401

0

100

３

　

６

　

０

67(670)

17(170)

0(,o)

6(60)

100

75(730

(

100

5(50)

2(2.0)

68(66.6)

4 (67)

4 (6.7)

2 (53)

60 1

26(260)

16(160)

49(4,o)

12(12.0)

00

6o(60o)

14(14.0)

49(4,0

7(70)

4r16

21(650)

2`(4o_o)

15(250)

0

100

206(7`a

26('7:

20(7ど

0

26,

17,(76.2

20 (85

20 (3.5

0

255

201(74.4)

31(11.5)

28(104)

8(60)

270

205(762

50(11.2

45(56)

2(0,7)

26,

184(78.6

15(6.4

19(81

2(0.9

265

26('6)

72(26.7)

144(53●

23(104)

270

41(15.2)

52(4,3)

155(569)

25(86)

269

27(98)

81(295)

107(38.9)

20(7不 )

275

註)健 全性の級分け モ ヽヽ・根元部をi資 も 主幹は直立し, クローネも四方に均等に発達し, 枝つきも正

常なもの, 被害および雪圧影響が殆んど認あられぬもの。

B…主幹に傾き, 曲りがあり, クローネも扁平な発達をしており枝つきなどから

もII工の影響が認められるもの。

C・・・根元曲り,幹の傾も 曲りがいちじるしく, クローネの発達も扁平

` 
枝つ

きにも雲圧による引張り,抜けなど明らかに認あられるもの。

D…幹および根元部に折れ 割れ 甚しい曲りなどの重大な被書を受けているも

の c

じ同も

ヽ

し

ｒ

リ

２

　

３

一
　

一

一　
　
　
″

表

- 49 -



表 -8 健 全 性 一 ②

温 r
処 理 時

`昭
46年

;月 1北露ユ1.::日
) 1 年 目 (昭 47年 10月 24.1719日 )

＼

性
A.1.r B。 1ザ Ctont.

十堵
B。

塚
cOnt

C.

2

1

1 曜

A.

B.

C。

D。

四 地

5&7,あ

1る (178)

6 (4.1)

0

76

4許 55島

26(30,7)

9(120)

2 (27)

75

本

Z16(64.2)

11(16_4)

15(1,4)

0

67

,
6T(877)

10(16.7)

〔,

0

76

6'82_邦

0(12.0)

1 (1.6)

1 (1.5)

75

5粂 763)

12(179)

4(60)

0

67

‐
駆

―
‐
‐
‐
」

A.

B.

C。

D.

卿 麹

61(871)

5(71)

4(57)

0

70

66(94、 3)

4(57)

0

0

70

54(771)

12(171)

′ (5.7)

0

70

66(,46)

3 (46)

1 (1.4)

0

70

69(,8.6)

1 (1.4)

0

0

70

61(871)

7(10.0)

2 (2.9)

0

70

樫

　

　

　

　

一

―

―

‐

―

―

―

Ｉ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

」

A.

B。

C.

D.

畑 穂

49(81.7)

11(185)

0

0

60

46(856)

0(16.4)

67(617)

19(61.7)

4(67)

56(9乙 6)

る (5o)

0

0

60

47(85_5)

7(12.7)

0

0

55

53(,67)

1 (17)

0

0

60

―

世

A.

B=

C.

D。

嘲

,4(940)

6 (6.0)

0

0

100

。o(90.0)

9(9o)

| (1.rJ)

0

100

91(91.0)

9(9o)

0

0

100

95(95.0)

5(30)

2(20)

0

100

98(980)

1(10)

1 (lo)

0

100

9,(9,o)

1(1.0)

計

A・

B・

C。

D・

嘲

262(865)

ζ5(116)

7 (2.6)

0

606

242(807)

45(15.0)

10 (66)

2 (0.7)

600

225(758｀

51(172)

21(70)

0

297

284(927)

19(66)

` (1.o)
0

606

276(920)

18(6o)

2 (07)

1 (0.3)

300

269(,06)

21(71)

6 (2.0)

0

297

-50--



2年 目 (曜

'8年
1:月 111:日 ) 3 年  目 (昭 49年 ■月 6日 ) 試験地

設 置

場 収
Cocont. Cocont.

，
７β (

1 (1.4)

1 (1.4)

0

73

島8,☆

1 (1.4)

1 (1.4)

1 (1.4)

75

安5 ア,lЪ

(1.5)

0

1

総(61Z｀

14(1,2)

6 (82)

1 (1.4)

76

2飛 54.ろ

9(123)

27(660)

8(107)

75

`1(466ヽ
6 ('0)

8(11.9)

5(75)

67

中
新
川
郡
立
山
町
吉
峰
官

山
県
林
試
構
内

60(85.7)

0

0

0

70

68(971)

0

0

0

70

61(871)

5 (4.3)

0

0

70

51(729)

` (5.7)
5 (71)

0

70

57(31.4)

6 (8.6)

5 (71)

1 (1.4)

7o

50(71.4)

7(10.0)

4(5.7)

2(2,)

70

59(98.3)

0

0

0

60

sa( ca.z)

0

0

0

55

59(98.3)

0

0

0

60

1 (1.7)

59(98.5)

0

0

60

0

5`(98.2)

0

1 (1.8)

55

0

58(967)

0

2 (こ 6)

60

上

新

川

郡

大

山

町

中

地

山

町

有

林

内

96(96o)

0

1 (1:0)

1 (1.o)

100

97(970)

1 (1.o)

0

0

100

98(98.0)

0

0

0

l o0

95(05.0)

5(5.0)

0

0

100

9 e ( 99.0)

1 ( 1.0)

0

0

100

86(8`0)

14(14.0)

0

0

100

279(92.1)

1 (03)

2(07)

|(o3)

305

286(95.6)

2 (07)

1 (0:3)

1 (aる )

500

271(91.2)

る (1.0)

1 (0.6)

0

297

192(664)

82(271)

11 (36｀

1 (0.3)

606

182(60.7)

70(233)

る2(10.7)

10(3.3)

600

167(562)

85(28.6)

12 (40)

9 (30)

297

~51~



表 -7 健 全 性  ― (3)

番

号

処理時 (昭
`7年

'月

 1.ら 日)

7 1920
1 年 目 (昭 48年 9月 1'20日 )

A.′
レ f

cOnt.
C.cont.

α区

A。

B。

C.

D.

処理木数

zX s2.q)

a( 1 1.^)

2 ( 5.7)

0

35

2イ (84.0)1

4(16o)

(90.3)

(52)

(65)

5憂 97為

1 (2.9)

0

0

35

2薇 100あ

0

0

0

25

♂(10品 )

0

0

0

61

ら区

A。

B.

C。

D。

処理本激

80(95.2)

2 (2.4)

2(2.4)

0

84

7る (96i)

2 (2_6)

1 (13)

0

76

76(91.6)

4 (50)

6 (3.8)

84(l ooo)

0

0

0

84

75(98.7)

1 (13)

0

0

76

7e( e8,8)

1 ( 1.2)

0

80

θ 区

A・

B.

C`

D・

処理本勢

86(9`5)

2 (2.6)

1 (12)

0

86

64(1000)

0

0

0

34

59(4001D)

0

0

0

59

85(988)

1(1.2)

54(l ooo)

0

0

0

64

59(100o)

0

0

0

59

計

A・

B・

C。

D・

処理本瑯

192(96.7)

8 (69)

5 (2.4)

0

205

128(。 48)

6 (44)

1 (0,7)

0

165

160(941)

5 (29)

5 (2_9)

0

170

203(99o)

2 (1.0)

0

0

205

164(095)

4(0,7)

0

0

165

16'(9,4)

1 (0.6｀

-52-



2 年 目 (昭 49年 4月 10日 ｀ 試験地

設 置

場 所
A.  1

/
B./1f contC.

ζ飛046

2 (06)

0

0

65

2 (80)

4(160)

0

25

や
リ1会 22(71.〔う

5(161)

4(12,)

0

る1

下

新

|||

■
`

76(905)

8 (95｀

0

0

8`

72(947)

` (53)

80(1000)

0

0

0

30

宇

奈

月

町

明

日

民

有

林

内

77(895)

0(105)

6`(1000)

0

0

0

64

59(1oo.o)

l-l

c

0

59

186(90,7)

1,('3)

0

0

205

25(926)

る (44)

4(6o)

1 61

5

4

0

170

め
　
の
　
０
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表 -9 傾

α 区

ι 区

ι 区

度幹

処理時鱈4く月lF]112:D 1年目(昭 46年
1:月 :L日

)

%ド%ド・

466± 6.7

581=L27

427JL6.4

516J=29

1年 目(昭 48年 9月 192013)

ツ
1″高水平長(観 )

る07J=55

267=L26

257=L2β

586」
=60

241士 牢

24J=L41

ろ65± 56

“

ρ± 6ス

る35± 47

208■ 45

179■ 26

167」L64

267± 65

148」L51

17■土

“

莉

硬′±61

747」
=68

1 25J IL 71

659J=29 1 621lL 28

6るこJヒ 261 677」ヒ26

84`± 561721± 63

処理時惚 46年
,月 穀班揚iFノ }1年目 (昭 441o月 2417

iliZI:11」

1107± 821052士
'6

671=L51

676± 5ぶ

968士

“

lπ 高水平長(m)

総ｒ
階
別

627± 67

引。7± 68

41.7■ 53

665± 68

4ol± 50

」05J=49

415=L57

372■ 5'

357」ヒ49

379± 46

688Jヒ 6p

6Z9± 39

5'OJヒ 6`1 686J=55

58′±6る 1621± 26

献裕階別
∞

処理時(昭 47年 2月  1.ち日)

7  19211

C“
l̈tン
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2年目 (昭 47年 9月
21::日

) 3年目昭48年
1:月

278日 4年目 (昭 49年 a月
発

日 ) 試験地

設 置

場 所
批 % C tont. % % C tont % % C tont.

61 5JL 5 2

616± 42

952」
=66

578=L27

665Jヒ 55

878J=66

537Jヒ 28

655」
=66

773J=75

56■L28

58'」ヒ40

78吐 55

56J=L52

579=L21

71.4■ 5ζ

530Jヒ 28

572± 62

629」
=71

lom± 11.4

1眩登±112

54 80

原
県
有
林

内

2年目(昭 48r l:月
1:1:日

) 6年目(昭
`9年 :月 1:日

) 試験地

設 置

場 所% 蹴
′Ctont。 % % C.

cOnt

22'EL 42

201± 6`

277± 64

176」ヒ65

21.8J=5`

204」ヒ4′

40社

6517士

１

　

　

６

551:L102

665d= 4=

'8±
10£

2741= 5だ

林
試

構

内

■01=Lる ,4

655± 26

a47=Lるる

661=L26

435± 40

448± 26

98杜 148

58珪 11.4

1207± 14

704 8〔

“

　

∝

雌
　
畦

馳
有
内

中
町
林

2年 目 (昭 49年 4月 10日 ) 脚

設 置

場 所蹴
Bン C tont。

|

6m± 62

286± 66

609JL 87

“

4±11.8

208Jヒ 46

215=L46

421■L129

270±  4

174±  50

明
日
民
有
林
内

註 ):・ 平均rltの信頼度 095の信頼眺

・ 傾朝長の測定方法

鉛直         傾朝隻:h=1″ のιの長さ。
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表 -10 除 量葉

鶴 因蕉言｀ヽヽ Z
1 2 3 5 平  均 嚇

1
(α .争動樹 高(m)

幹  長(m)
地際直径(m)

120a鷹 ″″〔m)
着葉量〔分〕
%除葉量〔ケ}

%″ ,夢キ

214

225

5.2

18
2,

2500

1,7:&686

408(166

200

206

6.8

■9

66
5,600

9  %
1,600(480

3。 1( ,名

227

255

62
2.5

66
2400
16  %

1,100(45,0

5  %
500(12●

260

257

55
19

25
2600

5 ¢
1,200C52②

4 %
スnぼ 4ス ハ

65  71
2.1  ■o

22   54
4400 6550
10  %

1,600(660
20  %

21100〔 スnn

228 230

2980 5410
98  %

1,4И頃 48.♪

8_2  %
スス雨 40盆

2152 2153

226.2 226る

綬
２
．
２

“

“
２。

％

上

新

郡

大

山

町

原

県

有

林

内

(ら .倖動樹  高(m)

幹  長(m)
地際直径(m)

120翻 ″″(a2)

着葉量〔変)

%除葉量〔郷
・/2 ″〔少}

287

2,0

″
62
66

6250

90:(27劣

9::(27劣

291

605

77
34

65
4,500

11  %
2200(4.カ

90:(20`3

”　２９　“４５御］̈̈
¨

666

659

66
62
69

6,400

21  %
4800(750

11  %
800(125)

500  500

665  320

77  11.6
42   49
80   55

6,500 7800
61  %

2600(350
25 %

2650(ζn l)

3Sヽ8 600.8

6126 6096

72  79
47   42

5590 5650
168  %

2700(501)
142 %

1,9 nf,ヮ Q

(θ .静∋樹  高(卸 )

幹  長 (m)

1身脇募伊1解〕
着葉量移聡

1/6除葉量|夕〕
%″ 〔蒼}

411

415

103
61

97
8500

6,888(44る

1,9:る (22る

422

422

11.0
78

89
14400

25  %
5600(“め

273`(18る

426

429

10.1

65
69

10700
16 %

4200(り 0
19  %

1,900(170

460

445

％』５０】̈
』の

６

　

１
，
　

１
，

412

414

105
68

56
10,000

11  %
2700(270
20  %

2800(280

4196

4250

10.ろ

65
732

9920
26  %

3620(660

2伶ま21る
2(

(α・台区)樹  高(m)

幹  長 (磁)

1っ始踏募徘〔
"〕

着 葉 量
彰零

%際雲郷
%″ 〔タ

27。 0

240

58
27

51
6510
14  %

850(242

4る &1■る

246

274

51
62
45

1,900

958(駒6

4::(25務

８

４

245

265

41
1,780

90:(511る

14  %
550(290

228

255

4,
32
37

2400
5  %

650(14る )

4080み

207

248

66
52

51
2230
18  %

1,800(61ゆ

17  う
750(240

2612

2564

56
2'

45
:5040
108  %

9ラ00(68綺

5324`(20る

566.o

6562

10_4
54

64.4
1,4980

248  %
552.0(570
61  %

02&0(26_●

上

新

郡

大

lll

町

中

地

山

町

有

林

内

(み 。辞0樹  高(mリ

幹  長 (m)

地際直径 (m)
120m″ ″(aF)

着葉量|夕)

4/5除葉量け)

4/2″
け〕

580

408

16.2
74

76
9150

5,33(72る

57:8(501'

610

662

10.4
48

65
841o

4pt:(47る
55  %

2ρ70(24.0

288

602

,9
46

54
5,610

21
2,60(フ

26
1,620(2

645

571

,0
51

62
0β 20

55606(501｀

2883(25“ )

657

668

'552
65

5500
25

6,400(47

298桜五
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1 2 6 4 5 平  均 場所

5 (α 4区)樹  高(m)

幹  長(鍬 )

1発蹴寡伊〔需
着葉量〔タ
Z除j糧〔タ

％

の

４０

　

“
　
６

３

４‐

００

１０

００

２

　

２

　

　

　

　

“

　

‐
，
６

296

615

57
3.2

64
6200
11  %

2o00(62♪

282

503

68
こ7

47
5500

6  %
700(127)

240

296

61
5.7

41
2300
16  %

900(621)

270

275

64
4Ю

64
6100

5  %
900(148)

2656

2892

6.6
56
5,4

5440

1,22る(22Ъ

下

新

郡

宇

奈

月

町

明

日

民

有

林

内

(α・B区 )樹  高(銅 )

幹  長(m)

地際直径(Ca)
120m″ ″(Cπ )

着 葉 量|タ

しら除興塾〔李〕
％
の

７

　

７

　

７

３

５

０

０

０

２６
　
”
　
　
　
６

８０
‐
“

290

294

74
6.8

69
6,600

16  %
1,700(258)

288

296

71
46

44
7800
22  %

2600(363)
％

４５

４５
　
６６
　
田
″
“
００
２２
００

２

　

２

　

　

　

　

５５

　

‐
・
９

275

504

78
3.9

51
4500
17  %

900(200)

2760

290、 8

76
41

42.4
6● 40
154 %

1,680(261)

(b・ A区 )樹  高(m)

車余    f尋 (m)

地際直径(mヽ
1 20Cπ ″″(m)

着葉量〔李)

%除葉量〔タ

360

687

,1

“42

'70020  %
4600(474)

685

401

10.8
77

48
22200
16  %

6,000(270)

387

689

102
76

55
13,300

16  %
4,000(6ol)

642

656

82
50
37

l Z400

16  %
6,100(551)

651

664

100
54
55

14600

5488(376

6650

67'4

97

“46.6
15580
164 %

5220(“ 9

(い B区 )樹  高 (Ca)

幹  長(mヽ

1期需ワ争〔錦
着薬量〔李ヽ
%除葉量〔ウヤ

％
♪％

５２

　

５７

　

７

５

４２

００

‐７

００

５

　

４

　

　

　

　

７

　

２

695

407

,0
65

48
16,400

15  %
61100(18.め

691

5,1

91
72
55

2200
19  %

21300(217)

642

650

88
60

67
10900
16  %

6000(275)
％

・
０ゝ

７０
　
８０
　
８．５“
％
００
２５
００

６

　

６

　

　

　

　

７

　

７

6700

5970

87
61

466
10780
18` ¢

2580(239

(a・ A区 )樹  高 (m)

幹  長 (m)

1発蹴募傍f協 )

着葉量〔李}

%除葉量〔タ

405

407

,8
66

59
61,500

15  %
8000(254)

400

420

,4
76

45
19100

8  %
6400(179)

462

464

129
88
70

9600
50  %

4o00(46.0)

456

456

114
84

57
22300
15  %

6,000(26う

406

41る

107
65

40
60,000

12  %
,000(50.0)

4252

4320

108
75

542
22540
16  %

6D80(270)

(`・ B区 )樹  高(m)

幹  長(m)

1発燃寡伊〔解〕
着葉量〔李ヽ

1ろ除葉量〔今〕

550

570

15.6
78

81
14,300

64  %
6000(26∂

452

472

11.7
ス6

58
20700
18  %

る,800(18ハ

454

461

102
64
40

200
20  %

300(250)

410

419

98
66

46
10,000

14  %
1,800(18.0)

410

450

85

“40
,400

14  %
2000(21.め

4552

4704

107
6'

“

.0

12720
20.0 %

2740(21.9
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1冬季目 (昭 45年～ 46年 ) ご)冬
季目(昭 46年～47年 )

1 2
計

1 2
計

1254 1    2    5    4 1254 1254

1 晰
勤

165 1.64 o.90 1.OC

100100 50 60
1.34135100 0'〔
100 100  60  5〔 620

016009007
4  2  2

0.100190.06
3  7  -

060 - 050 -
10 --  10 -

0.50  -―    - 030

10 -  -  10

6

表
-11 1鶴 高 最 大 沈 降 圧 測定 結果

図 -1 雪 質 調 査 結 果

2冬 季 目 (46～ 47)

47 よ ll

11ア ク3
m

57諸

鍬

α.ax
3.16

乳 7`囃望留%

枢
“

区
‐９
ι

ｌ
．

区
引

ε
‘

区
２２

０

‘

1冬 季 目 (45～ 46)

222α鷹

雹
５９

１

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｏ‐

‐
―

αo況茎  α。みえ
る12    327



鯰b冬季目(昭 47年～48年 ) 0も冬季目(昭 48年～4,0
沈降圧測定装置

設 置 場 所1

計
1 2

計
1    2   6    4 1254 1264 1264

050 - 060 -
10 -  10 -

060 060  --  01

10 10 -  7
195 156 1961.94

210 150 210 210

219 208 155 1.4S

260 250 100 12〔 1.47

親 |1郡大山町原

有林内

060 --  0.60 -

10 -  10 -
050 - 019 -
10 - 7 -

162 171 1.60 1.52

150 170 140 160

1.55 1.54 1.47 1.6

160 100 120 15 1,C9

上期 ‖郡大山町中

地l」 町有林内

0.60 - 060 -
10 -  10 -

060  --  015 0ぞ

10 -  5  1
0.16 009 007 018

4   2    2   5

010019005 -
5  7 - 一 2

下規 ll郡宇奈月町

明国民有林内

5冬 季 目 (47～ 48)

4a    l:     196

4冬 季 目  (48～ 49)

270α留

富

山

県

上

新

川

郡

大

山

町

原

県

有

林

内

αoう区
1.16

αoわ区
319



1冬 季 目 (46～ 47) 2冬 季 目 (47～ 48)

4a  l   17

1 冬 李 目  (47～ 48) (48～ 49)

200

150

鰤  山頂  鰤  山頂
1.11   1.11   2.19  2.19
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3冬 季 ,日  (48～ 49) 試
験
場
所

１
．
２49

０ ０

　

　

　

　

５０

　

　

　

　

　

０ ０

　

　

　

　

　

５。

「切一̈̈̈
円円̈̈［‐・‐」̈̈国円［̈̈

コ一̈一̈一一」̈一ｏ‐引“̈

富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町
吉
峰
富
山
県
林
試
内

491:12    4,2.18

試
験
場
所

富
山
県
下
新
川
郡
宇
奈
月
町
明
国
民
有
林
内
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I・ 既往の施業 実態調査

表―① 施業の概況調査 (聞 き取り調査 )

番
号

調査
年次

調査地所在
査
法

調
方 幼 令 木 整 枝 の 来 歴 実 行 の 程 度

1

2

5

4

5

6

7

45 東砺波郡平村

高草嶺八東

東砺波郡利賀

村上畠

魚津市 黒谷

中新り|1郡上市

町伊折 中原

止新川郡大沢

野町吉野

婦負郡婦中町

高山

射水郡小杉町

青井谷

聞き取

り調査

昔から,篤林家の間で全 く

個人的,慣習的に祖先か ら

ひきついで行なわれている。

積雪量の多い地域では初期
の上長成長を犠牲にしても,

地1祭から樹高の1/t位までの
裾枝払いを行なつている。

傾斜の強い林分は特に丁寧
に行なつている。

これに対 して雪の少ない地

域は,やは り慣習的に下刈時

期に雪圧を受けそ うな枝を鎌
で途中切 りしている程度 であ

る。

婦負郡八尾町

街

この地域では,昔から受け

継がれて行なわれている。 自

家用苗 (地杉苗 )を椎栽 して

いた頃は, もっばら裾枝払い

で冠雪害を軽減 していた。

すそ枝払いを行なう林令は,

地位の良好な箇所で 5～ 6年 ,

普通林地で 7～ 8年位たって

第 1回 目を実行 している。

9 47 中新川郡立山
町池田

この地域では ,殆ど行なわ
れていない。たまたま調査地

林分の所有者が篤林家で研究
心が旺盛なため,個人的に行
なっている。

植栽後 7^‐ 8年目に地上か
ら50～ 60mま で裾枝払い

する。

10

11

12

15

48 東砺波郡城端
町蓑谷

氷見市仏生寺
脇内谷

婦負郡八尾町
名が原

黒部市田槻正
叉

昭和 45年度調査とほ 1ゞ司
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実 行 者 及 び 非 実 行 者 の 見 解

実 行 者 の 見 解 実 行 者 の 見

奥地豪雪地帯の東砺波郡平
|

村高草嶺八束,利賀村上畠,

山村多雪地帯の中新川澪上市

町伊折中原でに 初期の上長

成長を犠牲にしても,労力の

許すかぎり丁寧に裾枝払いを

行ない縄による雪起こしはほ

とんどやらない。

主な効果は消雪後の立ち上

りが促進されることである。

他の保育作業を含めて,裾
枝払いの必要性は認めている

が,労力不足で実行 していな

いようである。魚津市管内

(山村多雪地帯 )では,幼冷

期か ら造林木の下枝を切るこ

とは,成長が衰え,かえつて

雪害を増加させ る。

樹冠を均一に保つて冠雪害

を少なくL″,上長成長をうな

がし消雪時の立ち上りを早め

るのに効果がある。軽度の枝

打ちとみて,幹の付け根から

されいに落す。
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表―② 施業実態調査地の概況 (現況調査-1)

番

号
査
次

調
年

在所 地域の徹

況地 雪

海抜高 方 位
傾斜度
斜面形 蝙 初  雪 終 雪 根雪期間

2

1

5

7

l

東砺波郡平村
解 嶺八束

東砺波郡利賀
村上畠

魚津市 黒谷

中ulll郡上市
町伊折中原

L翻 1剤吠沢
W30吉野

婦負郡婦中町
高山

射水郡小杉町
青井谷

奥地豪雪
地  帯

平地山村
積雪地帯

山村 多雪
地  帯

π
70レ‐

75o

55レ‐

600

600

420～
440

18)つ

25o

17ト
180

20-
60

NW

平坦地

S lV

SW

NW

NE

N

直線斜面
225°

(13～62'

直線斜面
2o

(0～ 5)

直線斜面
150

(11～ 18)

直線斜面
80

(5～11)

直線斜面
690

(15～ 40)

凸斜面
170

(9～25)

凹線斜
18o l

(10～ 26)

S
や や
吹溜 り

N
や や
吹溜 り

W
均一

W
吹溜 り

S

均一

Sま たは
N

均一

N
均一

11月 中旬

11月 中旬

11月 下旬

11月 中旬

11月 下旬

11月 下旬

11月 下旬

4月 中旬

4月 中旬

4月 上旬

4月上旬

4月 上旬

6月 下旬

ろ月下旬

11月 ヽヽ
S

4月上旬

14月 ヽヽ
S

4月 上旬

11月 下旬
S

5月下旬

句
　
句

下
　
上

月
～
月

12月上旬
S

6月 下旬

12月 上旬
S

6月 ヽヽ

12月 中旬
S

3月 下旬

願 郡八尾町
劉 千

55レヽ

600鼈
村多

尋|

|

NW
直線斜面
200

(10～ 60)

N聯′

均一
11月下旬 4月上旬

111下旬

3月 下旬

9 中期 |1郡立山
噛 田

東砺波郡城端
嚇

氷見市/A/■ 寺
麟 谷

婦負郡八尾町
蓄が原

黒部市田糎
正又

平地山村
積雪地帯

山村多雪
地  帯

平地山村
積雪地帯

２ ６ ０

酸

　

　

２ ０ ０

離

　

　

２ ０ ０

確

　

　

２ ０ ０

帷

　

　

一

２ ０ ０

ト

NヽV

S

S

E

SW

12.0
(5～19

裏鰹凛
200

(17～ 25)

靱
70

(2～ 12)

裏
1蟹

埜夢
220

(7～ 67)

族會埜厚
190

(2～ 66)

W
均一

Nま たは
W

や や
吹溜 り

N
均一

1部吹溜 り

Ｎ中卿

Ｗ品

11月 下旬

11月 下旬

11月下旬

11月 下旬

11月下旬

4月 上旬

4月 上旬

6月 下旬

4月上旬

6月 下旬

11月 下旬
S

6月 下旬

12月 上旬
S

3月 下旬

12月 中旬
S

6月 ヘヽ

12月 上旬
S

4月 上旬

f駕
|
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境 (平年 ) 況林の時査調

考備
積雪期間 最深積印

1 2月
月1■零お侃

林 令 平均樹高0 m/1Dl比 裁
数

植
本

存
数

残
本

薙
率

11月 中旬
S

4月上旬

11月 中旬
S

4月 上旬

11月 中旬
S

4月 上旬

11月 中旬
S

4月上旬

11月 中旬
S

4月 上旬

11月

lT旬
3月 ヽヽ

11月下旬
S

5月 下旬

550磁
150‐‐600

650
150ヽ■600

25o
l ocl-4oo

25o
1 0th400

250

1～ 6

-6～ 1℃

-6^vl

O-1

0´‐ 1

0-1

1-6

8´-10

年

8´,10

8

8～ 12

5

16-14

7- 8

6～  7

10

m
酸  4275

中席 45_28

鍍  4120

離  555.0

中庸 4100

対照 652.5

鯉  36'0

対照 2485

匁堅図l И588

煙 2)65'9

匁L□(1)3665

姻 2)6671

対照 371.4

夕LEE 6845

夫鋼薫I12955

畑 2)3185

処菫l1630

文鬱里2)6504

鴫 判2

‰ 判5

‰ 封2

鶴・ "
嶋 判η

嶋 判・
瑞 判5

%旬'
鵠 封・
喘 封4

,統■■6

%封“
%馬J

端 もつ

鶴 ‐5

2場セ′

馳 ゼ』

%→`

亀

輌
　
　
珈
　
仰
　
　
御
　
・
伽
　
抑
　
　
卿

―

　

‐

タ
リ

ー

2,40o

■8孟
2,4o0

1,800

2,40o

5、 600

3.200

1,5∞

2,100

2,400

致200

1,600

80

90

80

5o

70

8o

80

80

ス繁
マノ

,密高11lr

″    ″  1605

″    ″  1801

負桑す樹稿 6'6

″    ″  935

タテヤマスギ

″   姉 102_1

タテヤマスギ

″ 臨 1725

″     ″  1268

資軍
ヤマ臨 る2

″     ″   454

ボカスギ

G嗜植タテヤマス→

(ぁ 梼稿 668

ポカスギ

″ i伎麟寄 611

″   ″  722

10〔トヤ400

120
50ヽ250

120

5{}v260

11月 中旬
S

4月 上旬

250
loC-4oo

0-1
軽度 2828

中庸 3655

統 ・ 11

乳
剖 6 }4o00

資ζ
=マ

,枝鏑 ♂J

″   ″  791

11月 中旬
S

4月 上旬

11月 中旬
S

4月上旬

11月 下旬
S

6月 下旬

11月 中旬
S

4月 上旬

11月 中旬
S

6月 中旬

250
10卜400

250
l oO^v400

120
5曖 60

25o
10o^‐ 40o

120
50ヽ260

1～ 6

1～ 6

1-5

1～ 6

1～ 5

12

6～ 11

対照 1,2503

処理 9900

対照 6619

鯉  4676

離  8629

密植 95″

対照 4266

処理 7529

対 照 5008

処理 55.5

1聯 a5

%・ `9

鶴 罰
`

‰ 判
'

噺
″

釉 "

嶋 劃′

%塑'

鶏 ‐2

%‐`

6.000

2,S00

6000

1,200

2,5 EIl

2o00

1,200

1,500

2500

2,400

2400

2,900

1,000

22 CICl

l,700

1,100

1,4oo

2,300

８０

　

％

９７

％

８８

８５

９２

％

９２

久ア諏m2800
″    ″  5080

資季
ヤマ樹高 6619

″    ″  4676

ポカスギ積鯖『 8θ9

″    ″  9549

負桑
ヤマ樹高4266

″    ″  729

久旱
ヤマ樹高5608

″    ″  52致5
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表 ―③ 成長・傾幹度。雪害本数及び健全性 (現況調査-2)

番

号
調査
年次

処 理 区 分
調査
本数

長成 傾 幹 度

(の

雪

樹 高 (m) 地際獅 ) 2“薇 の A(曲 りヽ

処理軽度

″ 中庸

″ 強度

処理軽度

″ 中庸

対照区

処理区

対照区

処理区(1)

処理区(2)

処理区(1)

処理区(2)

対 照区

処理区

対照区(1)

対照区(2)

処理区(1)

処理区(2)

20

37

20

7

16

41

47

20

40

40

11

9

14

16

20

19

21

21

4275■ 64.5

452.8± 1,7

412.0=L286

665.o± 636

41oo■ 61.9

652.6± 20.5

6690± 271

2485± 244

458.8:L299

5599■ 167

6665± 65.0

6571■ 576

671.4■ 552

5045■ 55.8

295.5± 18.8

6185■ 249

666 oJ:255

650.4± 666

12.21L1 6

15.9=L06

12.9=L06

76± 15

8.4=LO.7

8.4± 05

8.9■ 07

59± 06

125」L04

'6■
05

86± 1.0

84=L08

8.8± 1.2

'6■
11

77± 05

70± 05

80=L07

114± 06

78■ 10

80± o.4

77± 05

4 51L O.5

57± o7

4.6■ 04

58Jヒ 0.6

2.4± 05

,6± 05

55■ 0.4

55± o5

5.0± 0,

56± 14

66± 16

4.2± o6

65± 04

47± 06

86± 07

538■  4.8

51.2±  37

544■  5.6

589± 122

64_8土 `8

62_6±  2.7

507=L  6.0

122±  1.5

190±  1.8

152JL  2.0

722±  94

648± 177

15.5±  48

256±  77

58.6J= 4.2

3'9±  69

661± 51

5,2±  49

霞;  子:(1::ヽ
堡 6ダ l♀ :}

曇 2♀
(1::〕

辱 ζ
(1,3)

経 1,(1:♀ )

爆 ,1(12:)

齋1  43 (P,〕
曇 2:(1:8)

曇 43(1::)

爆 48(133〕

経 11(l,:)

攀 ろ
(お

3)

根 12(86)

爆 1,〔 3:}

根  20(100)

根  19(10o)

爆 2ち
(lP:ャ

根  21(100)

処理軽度

″ 中庸

9

11

Z OZ.0」
=∠

0・ 4
(54.4)

PFダ [、

L669

75± 09

,3■ 0.8

44Jヒ o4

56± 06

751士

894士

９

　

ａ

卒 :(12,;

曇 1:(19,〕

対照区

処理区

20

20 tzB* o.a
`iL

188± 16

227± 21

159± 1.2

169± 16

一
　

一

翠]  13 [ζ 3'

根 16(65)

11.

対照区

処理区

疎植区

密植区

対照区

処理区

対 照区

処理区

51

48

54

4,

50

100

50

100

る619± 148

4676上 174

862.9± 241

9549Jヒ 460

42で16=L36.2

732.9t22.0

500.8■ 265

5266± 276

73± 04

85■ 06

191■ 09

192± 1.o

10.1± 09

172■ 06

12.2JL 0 7

12.7」L06

46=L06

58± 05

149=L07

15.0=L09

68士 a6

129± 05

80■ o5

88± 06

2'5

600

197

221

66ろ

424

21.6

286

幹
根
幹
根
幹
根
幹
根
幹
根
幹
根
幹
根
幹
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害 本 数 (本)(の 健   全   性 (本)(`)
考備

B(折れヽ C(害レし) D(修認卜) A B C D

０
　

０
　

て
　

“

　

０
　

“
　

て
　

ζ

“
て

“
切
ヽ
０
　

０
　

ｏ
　

て

　

ｏ
　

ｏ
　

ｏ
　

ｏ

伎
　
檎
　
　

　

枝

　

槍
　

幹

槍
幹

槍
強
似
　
　
　
　
　
　
」隣
―

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

枝 6(3D

0

0

0

0

0

0

0

0

1    0

1    1

I 7 (8s)l

57 (1oo)l

1 7 (8s)l
I4 (57)l

1 o (77)l
I

51 (76) 
I

143 (91)

17 (85)

2o (so)

2s (63)

I (73)

8 (89)

1 4 (100)

I 5 (94)

20 (1 00)

1 9 (t00)

2 0 (95)

l2i (1oo)

5(15)

0

6(15)

5(46)

5(25)

'(22)
2( 4)

2(10)

15(38)

10(25)

6(27)

1(11)

0

1 (6)

0

0

1 (5)

0

0

0

0

0

0

1 (2)

2 (4)

1 (5)

6 (8)

4(10)

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

(5)

(3)

0

0

0

0

0

0

0

0

ヽ

ｔ

ｆ

リ

　

ー

ゝ

―

り

ヽ

―

―

＞

―

―

り

　

ヽ

ｔ

ｒ

り

ヽ
―

ト

ー

プ

平村高草嶺八束

利賀村上畠

魚津市黒谷

上市町伊折中原

大沢野町吉野

婦中町高山

小杉町青井谷

8 (89)

11(100)

1(11)

0 1倉
唇万↑

折

),1内成長量

1 6  (65)

18 (90)

5(25)

2(10)

2(10)

0 }[掌:設
異纂ヽので測定

0

0

0

0

治1(2)

幹1(1)

夕 鷺
0

0

0

0

0

0

0

0

0

51(100)

47 (98)

54(100)

49(100)

57 (74)

97  (97)

49 (98)

97 (97)

0

1(2)

0

0

9(18)

2 (2)

0

2 (2)

0

0

0

0

4 (3)

1 (1)

1(2)

1 (1)

}城
LEIT蓑谷

}氷
見市仏と寺脇内谷

|八
尾町右ガ原

}黒
都市田粗正又
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